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平成 30 年度第１回福岡市福祉有償運送運営協議会議事録 要旨 

日 時：平成３０年９月５日（水）１３：００～１５：３０ 

場 所：福岡市役所１５階 １５０４会議室 

出席者： 

委 員 日下部 隆也，中原 義隆，佐藤 光， 

佐々木 庸敏，山﨑 好裕，濵﨑 嘉秀 

橋本 佳明 

事務局 保健福祉局高齢社会部高齢福祉課 

保健福祉局障がい者部障がい者在宅支援課 

 

１ 開会 

 

２ 委員紹介 

【事務局】（資料１「委員紹介」） 

 

３ 報告事項 

【橋本会長代理】  報告事項は３件ございます。事務局から説明をお願いします。 

 

報告事項（１）「福岡市福祉有償運送運営協議会運営指針の改正（案）について」 

【事務局】（資料１「福岡市福祉有償運送運営協議会運営指針の改正（案）について」説明） 

 

報告事項（２）「登録団体の運営状況報告について」 

【事務局】（資料２「登録団体の運営状況報告（平成 29 年 4 月～平成 30 年 3 月）」説明） 

 

報告事項（３）「軽微な変更の届出に関する報告について」 

【事務局】（資料３「軽微な変更の届出に関する報告」説明） 

 

【会長代理】    ありがとうございました。それでは、以上の報告事項３件に関して何

かご質問等ございませんでしょうか。 

【委 員】     特にありません。 

【会長代理】    その他ないようでしたら、次第の３、報告事項を終わります。 

【委 員】     資料４で、今計算していたんですが、６５歳以上人口の対総人口割合

の上がり方が若干フラット化しているんですね。なぜかと思って計算し

ていたら、６５歳以上人口の増加率が若干下がってきていますね。だか

ら、要因としては総人口が増えている、スピードが上がっているのと両

方考えられるんですけど。どうもフラット化している原因は、６５歳人

口の増加率が下がってきているということのようですね。参考までに。 

【会長代理】    ありがとうございます。事務局は、この件に関してございますか。 
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【事務局】   人口のこれから先の中で、先生がご指摘されたような状況があるのか

と存じます。ありがとうございます。 

【会長代理】    ありがとうございます。ほかにございませんでしょうか。 

（「なし」の声あり）

【会長代理】 それでは次に協議事項に入りたいと思います。 

事務局から協議の進め方について、まずは説明をお願いします。 

（協議の進め方について説明） 

【会長代理】 進行についてご質問はございませんでしょうか。 

（「なし」の声あり）

【会長代理】    それではまず、事務局から福岡市における福祉有償運送事業の必要性

について説明をお願いいたします。よろしくお願いします。 

協議事項（１）「福祉有償運送事業の必要性について」 

【事務局】  （資料４「福祉有償運送の必要性について」説明） 

【会長代理】 

【委 員】 

【事務局】  

 ただいまの事務局の説明について、ご意見、ご質問はございませんで

しょうか。 

  さっきの話は今言うべきでしたね。ちなみに６５歳以上の増加率が、

一昨年度が３.１％で昨年度が２.５％と下がっているのです。総人口は

０.９、０.９で変わりがないので、傾きが４割ぐらい緩くなっているの

ですけど。２０５０年にかけて、全国的に高齢者率というのは飽和して

いくのでね。だから、多分その傾向が出ているのかと思います。 

 人口のボリュームゾーンが徐々に移行していっているというふうに認

識いたします。 

【委 員】   ボリュームというのは、どういう意味ですか。 

【事務局】   いわゆる団塊の世代の方々を中心とする人口の多い世代が、徐々に後

期高齢のほうに移り変わっていくといいますか、６５歳を超えて高齢化

が進んでいく状況も反映されているのではないかというのは推測してお

ります。 

【委 員】   だけど、それだったら６５歳人口のほうの伸びが激しくなるはずなの

で。それと、資料３の最初の団体以外の２団体の軽自動車の割合が随分

減っているのです。割合が減っていて、事故があったときなどのことを

考えると好ましいとは思うのですけど、何か理由はあるのですかね。括

弧に軽自動車の台数が表示されているのですけど、最後の２団体はとも

に軽自動車の台数が減っていて、要するに軽以外の車両の割合が増えて

いる。 

【委 員】    これの１団体は私が当事者ですので、私どもの事情でよろしければ。

一つは車の老朽化に伴う交代というのと、軽はいわゆる法人の車両なん

ですけれど、ほとんど今は運転者の持ち込み車両を利用させていただい

ておりますので、その関係で軽が減って、相対的にセダンが増えた形に

なっています。 
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【委 員】     ２番目の団体は逆に軽が増えていますね、割合的には変わらないよう 

ですが。 

【委 員】     軽は主に法人所有になりますので、それを今減らしている状況です。 

【会長代理】    その他ご意見、ご質問ございませんでしょうか。 

（「なし」の声あり） 
【会長代理】    それでは、福祉有償運送の必要性については、特に異論なしというこ

とでよろしいでしょうか。 

（「異議なし」の声あり） 
 

協議事項（２）「事業者の登録の更新について」 
【会長代理】    では、次の（２）事業者の登録の更新に進めさせていただきます。 

         登録更新につきましては、平成３０年１０月２日から２４日の間に登録

期限が経過する７団体から引き続いての申請が行われています。各団体

のヒアリング及び審議に入りますので、ここから先は、先ほど事務局か

ら説明がありましたとおり非公開といたします。よろしくお願いいたし

ます。 

 

～各団体ヒアリング～ 

 

～更新について協議～ 

 

【会長代理】    それでは、本協議会において登録に必要な協議が整ったものとさせて

いただきます。なお、申請団体には、本協議会において協議が整ったこ

とを証する書類を事務局で本日以降速やかに作成し交付いたします。 

         それでは、本日の協議はこれで終了させていただきます。次回の協議会

につきましては、後日、事務局で日程調整をお願いいたします。ありが

とうございました。 

          その他、どうぞ。 

【委 員】     いいですか。いや、もうちょっと何か審議があるのかと思って。 

【会長代理】    ほかにご意見等ございましたらお願いいたします。 

【委 員】     今日の各更新の団体の方等とお話をしていた中で、やっぱり基本的に

はボランティアの不足という話があったかと思うんです。私はこの委員

になってからずっと言い続けてきたのが、やっぱり福岡市さんのほうか

らもうちょっと、この福祉有償運送自体の理解を深める活動をしてほし

いということです。私が言っている目的は、やっぱりユーザーさんを掘

り起こすというか、こういうサービスがありますよ、利用してください

という話だったんですけど、今日やっぱり感じたのは、最初のコットン・

ハートさんとかは、もうほとんどパンク状態だし。だから事故につなが

ったりとか、事故を起こさないように神経張りつめてやっていると、も

う体に障りますからですね。ほとんど無理な状態になっていると思いま

すので、何とかやっぱりボランティアを増やす努力が必要で。だから、



 - 4 - 

こういう活動があって、何をやるのかということをやっぱりボランティ

アになる可能性がある人に対して情宣をやっていくべきだということな

ので、ぜひご検討いただければと思います。 

【委 員】     そこで一つネックになるのがやはり運転者講習なんですね。ほとんど

の方が一種ですので、運転者講習を受講しないといけない。ところが、

これが年に１回で１０ないし１１月。例えば、１月にボランティアをや

りたいんだけどと見えた方が、いやちょっと１１月まで待ってください

となったときに、その間に熱が冷めてしまうと。９月、１０月に講習が

ありますからどうですかとお声かけしたら、いやあ、もう結構ですとな

るパターンが結構多いもので、そのタイミングが非常に難しくて。今ち

ょうど我々ボランティアの募集をかけているところではあるんですけれ

ども。 

          ですから、３年前か４年前の運営協議会でも一度お願いしたのが、運

転者講習を例えば年に２回、当時はまだ団体も多かったので、申し込ん

でも受けられない運転者も多かったということもあったんですけども、

例えばこれを２回にするということもご検討いただけたらなと。そのと

きは、議会の予算審議に諮らせていただきますということで、委員長に

おっしゃっていただいたんですけども。その辺のご返答もいただけたら

と思っています。 

【会長代理】    はいどうぞ。 

【事務局】     今ご意見をいただきました研修の件ですけれども、おっしゃるとおり、 

やりたいと思うタイミングでなかなか研修会がないというような状況は 

ございます。 

一方で、受講の状況を見ますと、平成２９年度は定員が２４名ございま 

すうち、受講された方が７名という状況でございました。１回当たりの開 

催経費が約３６万円かかっておりまして、受講される方の数との見合いで 

考えると少し難しいところがあるかなというふうにも思っております。 

          ただ、例えば、研修を行うことの告知、広報を少し早目に行って、ここ 

で受講していただけますよということを早目にきちんと日付までご案内 

できる体制を整えますとか、そういったような改善を図っていくことはで 

きるのかなと思いますので。よろしければ、運用の改善といいますか、ま 

ずそこをさせていただきたいと思っております。 

【会長代理】    わかりました。 

【委 員】       私が言っている情宣は、まずそれ以前の話なんですね。というのは、私

がアメリカにいたときに、福祉に関する病院に送り届けるというのは結

構アメリカではポピュラーなボランティア活動で。だから、私の友人た

ちもやっているし。アメリカという国は結構法津が州によって違ったり

とか、はっきり言って緩いんですよ。大体そもそも有償じゃないんです

よ。私の友人とかも近所のおばあちゃんが病院に行くのを毎週。今は完

全に引退していますけど、そのときはセミリタイヤで週３日ボランティ

アやっているよみたいな感じだったんですけど。日本の場合には、こう



 - 5 - 

いうボランティアがあることすら知られていないでしょう、一般的にで

すが。それから、じゃあこういうのありますよと言ったときに、じゃあ

事故起こしたらどうするんだとか、それからガソリン代はどうするんだ

とか、そういう、もし同乗者をけがさせた場合に賠償しないといけない

とか。だから、そういう基本的な知識がないために、それがネックにな

っているというのもあると思うので、その辺を懇切丁寧に説明するよう

なホームページなり情宣活動というのはやっぱり必要だなと。それがわ

かれば、とりあえずやってみたいということで団体さんのほうに連絡が

あって、団体さんを通して今度１,０００円で講習を受けられると、道が

開けるわけですから。まずそこが必要だなと思いました。 

【委 員】     一つ。海外の場合って無償じゃないですか、一般的に。 

【委 員】     基本的に無償です。 

【委 員】     だから、無償であれば、隣の家族を送るということは文化の問題なの

で、それを有償運送に持っていくのは。多分、家族で隣のおじさんをた

だで、じゃあおじいちゃん送っていくよというのをわざわざ有償に、お

金を払っておつれしますというのは、やっぱりそれは違う…… 

【委 員】     それは日本の行政がなぜか知らないけど、有償にしたほうが普及する

だろうと思って導入したわけですよ。だから、私が言っているのは、無

償にせよ有償にせよ、こういうことがボランティアとしてあり得るんだ

ということを日本人が知らないということです。アメリカではそれはポ

ピュラーなんですよという話ですよね。だから、やっぱりボランティア

の土壌を耕すためには、その辺の基本的な情報とか、こういうボランテ

ィアも非常に重要なんですよという話をする必要があるだろうというこ

とで。 

          それと、もう一つは、やっぱりユーザー側にももうちょっと何か簡単

に内容が知れるものとかが必要で。というのは、さっき訪問歯科介護研

究会さんがいましたけど、電話がかかってきたけれども、説明している

うちに「何だ白タクじゃないか」という話で、怪しいということで、も

う頼まないと。だから、そこで例えば１枚パンフレットがあったりして、

これをごらんいただければ、何であるかはわかるとかですよね。それか

ら、福岡市、この審議会で認定をしていて、うちはこういうちゃんと認

定表がありますよとか、そういうのが掲示できればいいだろうし、理事

長さんの説明の仕方とかもあると思うんですけど、とりあえずこれを見

ていただければというのがあると、よりいいのかなと思いました。 

【会長代理】    今ご議論いただいた点は、ユーザーへのＰＲですね。信用度アップも

含めてということで、それとあとボランティアさんの募集の仕方。私も

お聞きしていまして、団体さん同士の交流会等でノウハウを広げるとか

いうのも人つてによってはやりようがあるのかなと思いました。 

【委 員】     そうですね。さっきの団体さんが言っていた話なんですけど、一応こ

の審議会と認定団体を交えたそういう座談会みたいなものがあってもい

いですよね。私もＮＰＯ関係でもいろいろやっていましたけど、基本的
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に日本のＮＰＯというのは、同業他社のことを全く知らないので。だか

ら、隣のＮＰＯが何をやっているか全く知らないというところでやって

いるので。それは非常に遺憾と思うんですよね。だから、今日の話の中

にもあったんですけど、じゃあこちらの地域はこちらにお任せしようと

いう分業もできますし、その中で、ボランティアさんの紹介のし合いも

できたりとかするんじゃないですかね。やっぱりその辺の横のつながり

を。多分ここに申請に来られる団体さんというのは、そういう横のつな

がりからノウハウを知っているわけではなくて、こちらに申請に来たと

きに、市役所の職員の方から話を聞いているだけで、縦側の一方通行だ

けなんですね。もう少し横で何をやっているかというのを。 

【委員】      私、ふと今思いましたけど、あとそういう活動に興味がある方にご参

加いただくといいのかもしれないですけど。その辺事務局のほう、いか

がですか。 

【事務局】     事業の理解を促進していくことというのは非常に重要だと思いますし、 

団体さん同士で上手に運営ができるように情報交換していただく機会も 

大切かと思います。ちょっと預からせていただいて、ご検討させていた 

だければと思います。 

【会長代理】    よろしいですか。 

【事務局】     関連してよろしいでしょうか。今ボランティアの土壌を耕すというこ 

とでお話をいただきまして、広報等のお話があったかと思います。こちら 

に関しては、今申し上げましたように、情報を市民の方に知っていただく 

ことというのは非常に大事かなと思いますので、ホームページでの広報の 

強化等も含め検討させていただけたらと思います。 

          また、先ほど訪問歯科介護研究会からの具体的なご意見に関しましては、 

委員のほうから協議会名で文書を出してもいいのではとお話をいただき 

ましたけれども、まずは該当の病院がわかっておりますので、ちょっと私 

どもと病院のほうと少しお話をいただいて、理解を深めることも含めまし 

て、ちょっと対応を考えたいと思います。その上で、まずは特定の対応で 

すのでお話をさせていただきまして、もし協議会名で文書を出したほうが 

いいというようなことになりましたら、会長とも相談の上で、また出す場 

合には、委員の皆様にもご報告させていただくような形でいかがかと思い 

ますけれども、どうでしょうか。 

【会長代理】    よろしゅうございますか、皆さん。 

（「異議なし」の声あり） 

【会長代理】    ほかに。 

【委 員】     先ほどから苦情と事故報告のところがあるんですけれども、どこから 

も上がってきていないんですが。これは例えばどういうシステムで上がっ 

てくるようになっているんですかね。例えば、事故というのはどの程度の 

事故か。 

【委 員】     何条でしたかね。 

【委 員】     だから、そこのところは全部なしなんですけど、ないのは結構なんで 
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すが、やっぱり車ですので、それこそ先ほどあったお話を聞くと、例えば 

ボランティアのドライバーの方の年齢とかもあるのかなと。上限がとか、 

いろいろ。やっぱり事故がないのがほんとうに大切なことで、事故が発生 

したり、その事故が大きな事故とかになったときに、どういうふうになる 

のかなということを知りたいと思うんですよね。 

         というのが、私どもの法人もそうなんですけど、やっぱり４０台近くの 

車が毎日稼働しているんです。事故ゼロを目指しているんですけど、大き 

な事故はないんですが、やっぱりちょっとした車を接触させたり、こすっ 

たりというのが結構あるんですね。ほんとうに実際には、そして研修も年 

間１００万円近い企業研修、お金を使って自動車学校で２回ないし３回職 

員の研修をやっているんですけど、それでもやっぱりちょっとしたこすっ 

たりとかいろいろ、送迎中にとかというのもあるもんですから。だから、 

このゼロというのが全部ゼロだったから、どの程度までの報告が来ている 

のかというのをちょっと知りたいと思います。多分、事故報告で２条です 

よね。 

【委 員】    これは自家用有償運送の許可、登録制度なので、それには事故が発生し 

た場合は適切に対応するために、そういう記録を２年間記録しなさいとい 

うのがあって。その事故の頻度とか内容については、どこまでの事故を報 

告するという基準がないんですね。苦情も全く同じで、苦情があった場合 

はそれを記録して１年間保存しなさいというのがあるんですが、その苦情 

がどういうものかというところまでは規定されていないんです。一般的に 

事故の場合は、今言ったように、ちょっとこすったとかはないですよね。 

そういうのは該当しない、相手がある事故じゃないかなと思うんです。 

【委 員】    ２７ページに一応書いてあります。死亡事故であったりとか、重症だっ 

たりとか。 

【委 員】    ああ、すみません、ここに書いてありますね。 

【委 員】    あと骨折だとか、入院が１カ月以上あることとか。 

【委 員】    これは提出する分ですね。うちに報告する部分ですね。 

【委 員】    だから、これに基づいたものをメインにしているところで。電柱にぶつ 

けたとかは多分ないと。だから、そういうのをやっぱりこの事業所から報 

告がなければゼロということになるわけですね。どこまでというのはやっ 

ぱり、縛るというかルールをつくってあげないと、全く、それなりのキロ 

走っていますから。 

【委 員】    うん。そうなんですよ。やっぱりボランティアなものですから、例えば 

ドライバーの方も年齢制限が別にあるわけでもないし。だから、そこのと 

ころも何か…… 

【委 員】    事故があった場合に記録する部分と事故を実際に報告書を提出する分が 

一致しているのかというところをちょっとすみません、持ち帰らせて、報 

告を…… 

【委 員】    それ調べることって可能なんですかね。 

【委 員】    ちょっと調べれば該当は出ると思いますので。 
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【委 員】    それと、そこに規定されているのは、基本的には団体さんから報告が上 

がってくるというお話だと思うんですけども、事故はともかく苦情に関し 

ていうと、ユーザーさんの苦情ですね。基本的にユーザーさんと団体さん 

の信頼関係なんだけど、直接吸い上げるというルートがあってもいいのか 

なという。だから、こういうことがトラブルになりましたというのを、福 

岡市のほうに言うような。 

【委 員】    それは受付で契約のときに、例えば市の窓口を入れるとかいうのは一つ。 

【委 員】    だから、そういうのを窓口的につくっておいたほうが若干いいのかなと。 

それから、さっきもお話ありましたけれども、何とかの法則といって、要 

するにヒヤリ・ハット事故が１００だとすると、その中で重大事故という

のは１０％とかそういう形でピラミッド型になるという法則があるんです

けど。だから、事故の報告というのを団体さんは多分出してこないでしょ

うね。だから、正直な話で、ちょっと運転手さんから、ボランティアさん

からこういう報告が上がっていましたと。追突されそうになったとかです

ね。何かそういうことは出してくださいというふうな呼びかけもあっても

いいのかなという気がしますけど。 

【委 員】    タクシーのほうでは安全マネジメントというのをやっていますけれども、 

これをただボランティアさんのほうにするとなると、多分相当な予算がか 

かると思います。 

【委 員】    もちろんそうです。だから、それは義務でも強制でもないんですけれど 

も、だから、特にそれでどうのこうのというわけじゃなくて、何か運転手 

さんのほうでこれは危なかったとか、うっかりしたということがもしあれ 

ば、参考までにという呼びかけはあってもいいのかなという気はします。 

【委 員】    マネジメントの取り組みのタクシーとかバス、トラックの実例をボラン 

ティアさんのほうに落とし込んで、現場の管理の方にこういったことをや 

られていますというぐらいのほうが、もしかしたらスマートなのかもしれ 

ないですね。 

【委 員】    結構タクシーさんもそうですし、運送業者でもそうですけど、かなり運 

転手さんの精神分析のようなこともして、運転のレコーダーを見て、あな 

たはこういう運転しているからということで、かなりやっていますよね。 

【委 員】    ドライブレコーダーでやったりとか。 

【委 員】     ドライブレコーダーを見て、それから加速のあれとかを見てですね。そ 

んなことを別にやる必要もないし、できるわけもないわけですから。 

【委 員】    その情報がないと、それが進まない。だけど、運転手さんの申告をする 

と、運転手さんは「いや、危ないことがあったよ」というのを、上長に報 

告するかというと、「お前危ない運転したんじゃないの」と言われること 

を前提に考えると、やはりそこら辺の意見は来ませんね、普通は。「僕ち 

ょっと危ない運転したんです。ぶつけそうになったんですよ」ぶつかった 

らぶつかったの報告がありますけど、ぶつけそうになったという報告は、 

これ善意の問題ですから、なかなかそれをするとやっぱりペナルティーみ 

たいな、ちゃんと報告しないとだめとしなければならない。 
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【委 員】     もちろんです。だから、会社と従業員の関係だったらそれは絶対出て 

くるわけがないわけで。ただ、これは基本的にボランティアベースでや 

っているわけですからね。だから、そこはちょっと共有したいのでとい 

うね。だから、その辺のちょっと緩い管理ノウハウ、運転手の管理ノウ 

ハウみたいなものをちょっと授けるということはできないですかね。 

【委 員】     確実な結果を求めるものなのか、どっちかですよね。 

【委 員】     確実な結果を求めたら、コストがものすごくかかるんですよ。 

【委 員】      ただ、結果を求めないと成果につながらないという部分があるので、 

そこのバランスはやっぱり。ただ、取り組みの部分は、リーダー的な人の 

人数が多いと、運転手さんの中にいらっしゃる、そこと経営者の方という 

か代表の方がいろいろ話をしてやってみるとか、かなりありますよね。ド 

ラレコの使い方とか、運輸安全マネジメントの取り組みの実現みたいなも 

のというのはありますから。 

【委 員】     だから、要するにボランティア来ました。じゃあ何時何分にここに行 

ってくださいという、そのやりとりだけじゃなくて、１回ちょっとボラン 

ティア運転手で集まって、１週間や１カ月やってみて、何か危なかったこ 

とはないかとか、その辺の話をしようではないかというところの管理とか 

は促せるんじゃないかなと思うんですけれども。 

【委 員】     あと、さっきの講習会の案件、これは運輸支局のほうに確認。二種免 

許はオーケーなんですよね。二種免許、タクシーの免許を持っていても大 

丈夫ですよと。それとこの有償輸送の講習会を受けた人は大丈夫ですよと。 

あと、その他で国交大臣が定めるもので乗降介助といったときに、今ＵＤ 

研修あるじゃないですか。ＵＤドライバーの研修が。これが昔はケア輸送， 

サービス従事者研修、もう今なくなりましたけど、ありましたよね。ＵＤ 

研修でどうなのかなと思って。あれなら定期的にやるかもしれない。今、 

ＵＤ研修というのがありまして。全乗連でしたっけ。 

【委 員】     そうですね。 

【委 員】     費用もそんなに。 

【委 員】     それはプロのドライバーの方に義務づけられているようなものではない 

んですか。 

【委 員】     今ジャパンタクシーというＵＤ使用の車がございますよね。ロンドン

タクシーみたいなスライドドアの。あのタクシーに乗るときに義務づけ

られたというか、ユニバーサルデザインの車、ＵＤタクシーに乗るため。

もちろん乗降の講習もあります。そういったところも含めて。 

【委 員】      その辺は国の道路運送法の問題になってくるんでしょう。 

【委 員】     そうですね。なかなか義務づけとなると…… 

【委 員】     義務づけというか範囲を広げるということですね。講習の、許可の範

囲をですね。 

【委 員】     ただ二種免許を取らせるかというと、やっぱり二種免許よりはこちら

の講習のほうになりますよね。おそらくコストが全然違いますから。も

ちろん偶然、昔二種免許を持っていた人がボランティアの場合には受け
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させる必要はないわけですよね。 

【委 員】    二種免許のヘルパーの資格を持っていないと、福祉車両でないと運転で 

きない。セダンが運転できないので。 

【委 員】    そこら辺がうまくできればですね。毎月あればいいんでしょうけど、毎 

月１回したら、去年の実績だったら受講者ゼロの月、７人しか受けなかっ 

たわけですから、もう真っ赤っかになりますよね。 

【委 員】    わかりました。さっきのコットン・ハートさんのお話を聞いていて、ち 

ょっとかわいそうだなというような、やめたいけどやめられない、そして 

やっぱりものすごく回数は多い。結構年齢のほうは高齢になられたと。そ 

ういうときに、もし事故とかあると、そういう。皆さんほんとうに頑張っ 

ているのに事故とかがあると、何かそこのところの、それ以前に何かそう 

いう。今、先生おっしゃるように、お互いの団体のヒアリングあたりでも 

相当違ってくると思うんですよね。 

【委 員】    コットン・ハートさんなんか、今日の話を聞いていると、今回更新とい 

うことにしましたけど、していいのかという話もあるわけですよ。このま 

まだとちょっと大変なことになりますよね、はっきり言って。かといって、 

じゃあボランティアさん集めてくださいと言ったときに、いや、こんなし 

んどいのやれないよと言って、来ないでしょう。だから、そこがジレンマ 

だと言ったんですけど。だから、更新を認める以上は、やっぱりその辺ま 

でケアしてやる必要があるなと今日、強く感じて。このまま誰かぶっ倒れ 

てということもあるかもしれないし、ほんとうにうつらうつらして事故を 

起こすという。 

【委 員】    ただ、需要に関しては、こういう言い方はきついのかもしれないですけ 

れども、各事業所団体さんに、ヘルパーさんがいなかったから出せなかっ 

たとかというような苦情はないんですよね、と私は理解しています。この 

理解の仕方が、どちらかというのはまたいろいろ考え方はあると思うんで 

すけど。であれば、いわゆる単独輸送の困難な人ということでいいのか、 

ほんとうにぶっちゃけて安価な輸送手段、安価な案件は何一つ入っていな 

いんですよね、この中には。いわゆる低所得者へのサービスではないんだ 

けれども、そこも含めてになると、お客様は必ず増えると思うので。そう 

なったときにも事業者間の中でちゃんと引き継ぎ、紹介も含めてやっても 

らうとか。もちろん事業者を増やすというのも一つだろうし。ただ、あく 

までもボランティアである以上と、こういう景気のいい時代には仕事先は 

ものすごく多いですから、やっぱり所得があるほうがいい。だから、そこ 

ら辺も含めて考えないと。単価上げるのも一つだと思いますけど。単価上 

げたら安価な部分が外れちゃいますから、どうなんでしょう。 

【委 員】    だから、ヘルパーセンターやっている方もいらっしゃいましたけど、基 

本的にはやっぱり今日の話を聞いても感じるのは、基本的に全く管理能力 

を持っていない方々が思いだけでやっているんですよね。そうすると、も 

う抜き差しならない事態になるわけですね、コットン・ハートさんみたい 

に。だから、やっぱりそこは何らかの形である程度の管理手法とか、多大 
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な事業を引っ張ってこないような方策を何とか教えるとかしないと。 

【委 員】    難しいでしょう。ボランティアに供給責任を持ってもらうというのは、 

ボランティアに普通ないですね、サービスの提供責任を。 

【委 員】    特にコットン・ハートさん何か、全くそういう、会社とかで管理の経験 

がない人がやっているわけじゃないですか。そうすると、もう断れないと。 

自分たちだけで回そうとするわけでしょう。それはもう絶対無理な話なの 

で。 

【委 員】    その論理で行くと、ちょっと今さらと思いますけど、そもそもはタクシ 

ーでやっていただくところで、それをやりきれないところを特例としてこ 

の自家用有償の福祉だとか、市町村有償の自家用だとかいうのを認めてい 

るんですね。なので今、運転手が足りないとか、いろんな高齢者だとかい 

うことが増えてきて需要が増えてきている中で、運転手が足りないという 

ような状況の中で、また地域の助け合いとかいう文化的なものも生まれて 

きていて、そういうものを主眼的に皆さん考えていらっしゃるので、そこ 

からスタートすると、こういう法律の体制自体がまだ日本の中ではちょっ 

とできていないんですよね。 

        なので、タクシーというものについては、さっき言ったように、日本の道 

路運送法は安全性を主眼として置いているので、運転手のいろんな指導教 

育だとか、さっき言った安全マネジメントの義務づけだとか、それとか適 

正診断とか、いろんなものが義務づけられている。それで安全性を保って 

いるんです。それを今度、補完する自家用の部分に当てはめていくとなる 

と、ものすごい安全に関するお金、投資がかかってくるので、そこのとこ 

ろを安全性とどう向き合っていくかという非常に難しいところがあると思 

います。 

【委 員】    ですから、この制度自体が非常に際どい制度であることは間違いないで 

すよね。だから、私なんかは経済学専門ですから、一番コストをかけずに 

するには、一番経済効率がいいようにやるんだったら、こんな制度なんか 

つくらずに、例えば最初から所得ある程度以下で病院にかからなくちゃい 

けないという人に補助金を出すべきですよ。それで、タクシーを利用して 

いただくべきです。だけど、それはもう財政的に無理だという中で、じゃ 

あいかにそういう低コストの輸送サービスを提供するかといったときに、 

非常に際どい形でこれが生まれてきたわけで。そうすると、当然そこに安 

全性の問題とか出てくる。だから、そこはもうだましだましやっていくし 

かないという制度ですよ。 

【委 員】    あと、これもしかしたら事業者さんの方怒られるかもしれませんけども、 

介護保険でいわれる通院等乗降介助というのは、要支援の方には適用外の 

サービスなんですよね。ただ、要介護の方いらっしゃいます。救急車と一 

緒とまでは言わないですけれども、ほんとうに必要な方と必要じゃない方 

がいるというのを大前提に考えると、ほんとうに必要ではない方、安さだ 

けで要介護の手帳を持っているから使っているような方には、ちょっとだ 

けご遠慮いただいて、その分ほんとうに必要な方で今まで断っていた利用 
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者の方たちにサービスを提供できるような環境というのも、一つの流れと 

してはあっていいとは思いますが、ただ、事業者の人は嫌がると思います。 

今まで使えていたのに、何で使えなくなっちゃうのという。 

【委 員】    それは利用者ですね、どちらかというと。 

【委 員】    利用者が。だから、それを切り出さなくちゃいけないのは事業者さんに 

なりますから。 

【委 員】    私もそういうふうに思っていたんですけど、今日お話聞いている限りで 

は、ほんとうにマストの人しかいないですよね、主に。だから、買い物に 

ちょっと連れて行ってというのは，ほとんどいなくて、透析患者さんも含 

めて、やっぱりなきゃ困るという人。 

【委 員】    という形なのか、私は介護タクシーやっていますけども、透析にしろ買 

い物にしろ、ほんとうに必要な方と必要でない方、私どもで言えば普通の 

タクシー料金をもらう方と介護保険でというのは、すぱんと分けますので。 

【委 員】    もちろんです。いやだから、それはプロフェッショナルならできるんだ 

けど、こういう団体でやられている方というのは全然アマチュアですから 

ね。切り分けとか断り方も全然わからないし。だから、それはもう情宣と 

か啓蒙しかないですよね。これはこういう趣旨の制度なんだから、ちょっ 

と買い物連れてってというのは遠慮してくださいと。ほんとうに必要な方 

にサービスを提供したいというのを、利用者の方にも理解していただくと 

いう。 

【委 員】    タクシーの運転手が足りなくて、タクシー、トラック、バスで、特に運 

転手がほかの産業に比べて足りないんです。求人倍率も２倍を超している 

ような異常な状況なので、やはり同じようにボランティアの人たちも当然 

いらっしゃらないというのは必然的に考えられるんですよね。当然、ボラ 

ンティアの人たち、タクシーもそうですけども、運転手の平均年齢が６０ 

を超えているんです。多分ボランティアの人は、まだそれより上の人たち 

がしているような状況で。 

【委 員】    結局退職しないと時間がとれないから、そういう方になってしまうんで 

すよね。 

【委 員】    非常に厳しいのは厳しいだろうと。 

【委 員】    年齢層がここのゾーンにしかいらっしゃらないので、そこから募集する 

というのは非常に至難の業です。 

【委 員】    そういうことなんですよね。 

【委 員】    ですから、もちろん全体的な流れとしてはそうなんですけれども、ちょ 

っと私の理解では、まだやっぱりこのボランティアの存在が知られていな 

いということと、それから事故を起こしたらどうなるのか。賠償しなきゃ 

いけないのという知識がないということも大きいと思います。そこはちゃ 

んと解きほぐしたほうが、まだ可能性はあるかもしれないので。 

【委 員】    知られていないですよね。やっぱり私の周りでも、施設も含めてこれを 

やろうという団体というか組織が過去に幾つもありました。やっぱり調べ 

れば調べるほど、ちょっとやっていけないといって、どんどん辞退すると 
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いうところが結構ありますのでね。だから、知られていないんですね。だ 

から、安くできるとか、それだったら簡単にできるよねと安易に申し込ん 

でみようといって、どんどん調べていくと、料金の問題も安くて、やっぱ 

り時間も拘束されるし。そうすると、やっぱりこれはなかなか難しいよね 

という意見は大分出ていますね。それでもやっぱり他都市では結構たくさ 

んやっているところもありますよね、これを見ますと。 

【委 員】    最初、福岡市がやったときは３団体だったですもんね。 

【委 員】    最初３団体だったですよ。それからちょっと増えて。 

【委 員】    １９年にぱぱっと。今三つだけですかね。コットンさんとステップさん 

とそよかぜさん。 

【委 員】    そうです。 

【委 員】    福岡はもともと介護タクシー発祥というか生まれた土地でもあって、大 

手の第一交通さんも含めて、かなりヘルパータクシードライバーという数 

が、今でもいますので。そこら辺も一つはあるのかな。 

【委 員】    やっぱりどのぐらいか適正かというのは結構難しいところがあって。お 

っしゃるとおり福岡というのは非常にタクシー文化というのが強いところ 

ですし、福岡のタクシーは呼べば来てくれますよね。だけども、ほかの仙 

台とか広島だと呼んでも来てくれないとかですね。大体、町走ってないで 

すよね。捕まえるのに大変だというところが多いですから、その辺はやっ 

ぱり福岡の場合はタクシーさんのおかげで、ある程度お金出せる人はそっ 

ちを利用していただいているという状況はある。だから、札幌とか仙台み 

たいにはならないし、なる必要もないと思うんですけど。だから、今日お 

話聞いていると、やっぱり断っているという話があったから。やっぱりも 

うちょっと何とかせんといかんなと思いますけども。 

【委 員】    ほかにどうですかね。自家用車に、わかんないですけど、福祉有償運送 

車両みたいなの。利用者が見られればですね。よく脇を抱えて一緒に歩い 

ているとかいう作業を見れば、何これというのは、やはり介護タクシーで 

もそれがあって。介護タクシーの窓ガラスには、ほぼほぼ事業者名と電話 

番号が入っていますので。 

【委 員】    そうですね。私、前にステッカーをつくってくださいと言ったことがあ 

ります。 

【委 員】    自家用車に張るのが、ちょっとかわいそうです。 

【委 員】    でも、義務づけられてますから張っています。マグネットで。 

【委 員】    じゃなくて、後ろの窓ガラスとか目立つところにというのは。 

【委 員】    福岡市さんからもこのぐらいのステッカーいただいていますので。 

【委 員】    自家用車にはきついですよね。事業所の車なら。 

【委 員】    ボランティアさんには嫌がられますけどね。傷もつきますしね。 

【会長代理】   そうですね。今、安全マネジメントの件を切り口に、どんどん広がって 

全体のボランティアマネジメントみたいな、すぐにできそうなこともある 

と思うんですけれども、少し研究が必要そうなところもあったかと思いま 

す。それについて、事務局のほうで何かありますか、見解は。 
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【事務局】    福祉有償運送の根幹にかかわるようなご意見をいただきまして、まこと 

にありがとうございます。それから、今、橋本委員がおっしゃいましたと 

おり、整備に時間がかかりそうなところも一部ございますけれども、引き 

続き、こういう会議の中で意見交換をさせていただきながら、今後よりよ 

い形になるようにしていけたらというふうに思っております。 

【会長代理】   ほかにございませんか。 

（「なし」の声あり） 

【会長代理】   ないようでしたら、以上で本日の議事を終了し、進行を事務局にお返し 

したいと思います。よろしくお願いします。ありがとうございました。 

【事務局】    ありがとうございました。そして、委員の皆様、大変お疲れさまでした。 

長時間にわたりまして貴重なご議論をいただきましてまことにありがとう 

ございます。また、団体の順番に変更が急にございまして申しわけござい 

ませんでした。ご協力を賜りましてまことにありがとうございます。事務 

局といたしましても、引き続き福祉有償運送の適正な運営がなされますよ 

う，より一層取り組んでまいりたいと思いますので、どうぞ引き続きご協 

力をよろしくお願いいたします。 

         これをもちまして本日の福岡市福祉有償運送運営協議会を閉会させてい 

ただきます。本日は大変ありがとうございました。 
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福岡市福祉有償運送運営協議会運営指針の改正（案）について 

 

（概要） 

福岡市福祉有償運送運営協議会運営指針の登録実施後における主

宰者の役割について，福祉有償運送に係るご相談または通報窓口が

変わったため改正を行うもの。 
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コットンハート

迎え 待機 乗降介助 小計（Ｂ）
4月 1,359.0 162,800 21,100 - 5,200 26,300 189,100 408,200 46.3%
5月 1,301.0 159,300 20,900 - 3,300 24,200 183,500 404,090 45.4%
6月 1,354.0 168,500 24,100 - 4,900 29,000 197,500 427,870 46.2%
7月 1,500.0 182,700 24,900 - 5,400 30,300 213,000 462,290 46.1%
8月 1,231.0 149,100 20,800 - 3,400 24,200 173,300 380,550 45.5%
9月 1,185.0 143,400 20,800 - 3,000 23,800 167,200 365,970 45.7%

小計(E)
(４～９月）

7,930.0 965,800 132,600 - 25,200 157,800 1,123,600 2,448,970 45.9%

10月 1,398.0 167,000 20,600 - 3,600 24,200 191,200 418,760 45.7%
11月 1,076.0 130,200 15,300 - 3,200 18,500 148,700 330,070 45.1%
12月 1,043.0 127,400 14,600 - 4,000 18,600 146,000 321,080 45.5%
1月 1,100.0 132,600 17,000 - 1,900 18,900 151,500 335,060 45.2%
2月 1,015.0 123,100 14,300 - 4,000 18,300 141,400 314,230 45.0%
3月 1,278.0 153,100 16,900 - 5,700 22,600 175,700 391,920 44.8%

小計(F)
(10～３月）

6,910.0 833,400 98,700 - 22,400 121,100 954,500 2,111,120 45.2%

合計
（E+F)

14,840.0 1,799,200 231,300 - 47,600 278,900 2,078,100 4,560,090 45.6%

ステップ福岡

迎え 待機 乗降介助 小計（Ｂ）

4月 2,965.3 467,720 － － － － 467,720 1,012,810 46.2%

5月 3,337.1 511,820 － － － － 511,820 1,121,640 45.6%

6月 3,296.4 506,410 － － － － 506,410 1,104,250 45.9%

7月 3,142.4 488,680 － － － － 488,680 1,059,840 46.1%

8月 3,237.2 505,190 － － － － 505,190 1,105,920 45.7%

9月 3,253.2 489,220 － － － － 489,220 1,085,370 45.1%
小計(E)
(４～９月）

19,231.6 2,969,040 － － － － 2,969,040 6,489,830 45.7%

10月 2,896.8 447,080 - - - - 447,080 959,550 46.6%

１１月 3,021.0 454,280 - - - - 454,280 988,450 46.0%

12月 2,980.6 439,485 - - - - 439,485 966,220 45.5%

1月 2,608.4 394,290 - - - - 394,290 847,550 46.5%

2月 2,462.9 389,350 - - - - 389,350 813,820 47.8%
3月 2,679.2 403,025 - - - - 403,025 871,270 46.3%

小計(F)
(10～３月）

16,648.9 2,527,510 － － － － 2,527,510 5,446,860 46.4%

合計
（E+F)

35,880.5 5,496,550 － － － － 5,496,550 11,936,690 46.0%

そよかぜ

迎え 待機 乗降介助 小計（Ｂ）
4月 604.6 105,000 1,920 600 － 2,520 107,520 202,080 53.2%
5月 590.2 102,360 2,400 1,440 － 3,840 106,200 197,590 53.7%
6月 618.8 105,120 2,880 1,680 － 4,560 109,680 217,690 50.4%
7月 706.7 119,520 2,400 2,040 － 4,440 123,960 231,100 53.6%
8月 610.4 106,440 2,280 840 － 3,120 109,560 206,510 53.1%
9月 681.5 116,040 3,000 480 － 3,480 119,520 225,470 53.0%

小計(E)
(４～９月）

3,812.2 654,480 14,880 7,080 - 21,960 676,440 1,280,440 52.8%

10月 769.1 134,760 8,040 0 - 8,040 142,800 257,430 55.5%
１１月 632.6 114,480 4,440 0 - 4,440 118,920 218,790 54.4%
12月 1,018.0 171,480 4,920 0 - 4,920 176,400 333,770 52.9%
1月 578.4 100,320 3,720 0 - 3,720 104,040 193,760 53.7%
2月 843.9 150,360 6,840 0 - 6,840 157,200 289,620 54.3%
3月 870.8 151,080 7,680 0 - 7,680 158,760 295,540 53.7%

小計(F)
(10～３月）

4,712.8 822,480 35,640 0 - 35,640 858,120 1,588,910 54.0%

合計
（E+F)

8,525 1,476,960 50,520 7,080 － 57,600 1,534,560 2,869,350 53.5%

割合(Ｃ/Ｄ)

月 走行キロ
運送の対価
（円）（Ａ）

運送以外の対価（円）

月 走行キロ

月

運送以外の対価（円）

計（円）
（Ｃ＝Ａ+Ｂ）

タクシー料金
（円）（Ｄ）

割合(Ｃ/Ｄ)

計（円）
（Ｃ＝Ａ+Ｂ）

タクシー料金
（円）（Ｄ）

計（円）
（Ｃ＝Ａ+Ｂ）

割合(Ｃ/Ｄ)

タクシー料金
（円）（Ｄ）

福祉有償運送団体別　対価詳細（平成29年4月～平成30年3月）

走行キロ
運送の対価
（円）（Ａ）

運送以外の対価（円）

運送の対価
（円）（Ａ）
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じょうわ

迎え 待機 乗降介助 小計（Ｂ）
4月 36.0 5,200 － － － － 5,200 11,160 46.6%
5月 30.0 4,200 － － － － 4,200 9,120 46.1%
6月 20.0 2,800 － － － － 2,800 6,080 46.1%
7月 30.0 4,200 － － － － 4,200 9,120 46.1%
8月 30.0 4,200 － － － － 4,200 9,180 45.8%
9月 24.0 3,600 － － － － 3,600 7,680 46.9%

小計(E)
(４～９月）

170.0 24,200 0 0 - 0 24,200 52,340 46.2%

10月 24.0 4,000 - - - - 4,000 8,360 47.8%
１１月 30.0 5,000 - - - - 5,000 10,400 48.1%
12月 28.0 4,400 - - - - 4,400 9,260 47.5%
1月 28.0 4,400 - - - - 4,400 9,260 47.5%
2月 28.0 4,400 - - - - 4,400 9,340 47.1%
3月 36.0 5,700 - - - - 5,700 11,900 47.9%

小計(F)
(10～３月）

174.0 27,900 0 0 - 0 27,900 58,520 47.7%

合計
（E+F)

344 52,100 0 0 － 0 52,100 110,860 47.0%

Wall Less Japan

迎え 待機 乗降介助 小計（Ｂ）
4月 243.5 50,750 - - - - 50,750 98,130 51.7%
5月 351.4 68,450 - - - - 68,450 134,020 51.1%
6月 356.3 71,650 - - - - 71,650 139,310 51.4%
7月 303.2 59,850 - - - - 59,850 116,110 51.5%
8月 286.7 59,200 - - - - 59,200 115,130 51.4%
9月 405.6 74,050 - - - - 74,050 148,040 50.0%

小計(E)
(４～９月）

1,946.7 383,950 0 0 0 0 383,950 750,740 51.1%

10月 397.2 72,900 - - - - 72,900 146,340 49.8%
11月 300.6 60,100 - - - - 60,100 116,370 51.6%
12月 467.6 95,650 - - - - 95,650 182,990 52.3%
1月 372.2 73,200 - - - - 73,200 143,710 50.9%
2月 397.2 72,850 - - - - 72,850 147,200 49.5%
3月 432.9 78,700 - - - - 78,700 158,760 49.6%

小計(F)
(10～３月）

2,367.7 453,400 0 0 0 0 453,400 895,370 50.6%

合計
（E+F)

4,314.4 837,350 0 0 0 0 837,350 1,646,110 50.9%

訪問歯科介護研究会

月 走行キロ
運送の対価
（円）（Ａ）

以外の対価（円）
計（円）

（Ｃ＝Ａ+Ｂ）
タクシー料金
（円）（Ｄ）

割合(Ｃ/Ｄ)

迎え 待機 乗降介助 小計（Ｂ）
4月 524.8 69,900 － － － － 69,900 147,610 47.4%
5月 650.2 88,300 － － － － 88,300 181,560 48.6%
6月 793.1 105,800 － － － － 105,800 221,090 47.9%
7月 697.7 91,900 － － － － 91,900 193,980 47.4%
8月 609.5 81,600 － － － － 81,600 170,910 47.7%
9月 753.7 97,000 － － － － 97,000 208,670 46.5%

小計(E)
(４～９月）

4029.0 534,500 0 0 0 0 534,500 1,123,820 47.6%

１０月 780.4 101,100 － － － － 101,100 214,160 47.2%
１１月 678.8 87,700 － － － － 87,700 187,290 46.8%
１２月 757.3 96,800 － － － － 96,800 208,700 46.4%
１月 887.2 108,200 － － － － 108,200 239,770 45.1%
２月 780.1 97,500 － － － － 97,500 214,710 45.4%
３月 850.5 108,100 － － － － 108,100 235,190 46.0%

小計(F)
(10～３月）

4734.3 599,400 0 0 0 0 599,400 1,299,820 46.1%

合計
（E+F)

8763.3 1,133,900 0 0 0 0 1,133,900 2,423,640 46.8%

走行キロ
運送の対価
（円）（Ａ）

運送以外の対価（円） 計（円）
（Ｃ＝Ａ+Ｂ）

タクシー料金
（円）（Ｄ）

割合(Ｃ/Ｄ)

月 走行キロ
運送の対価
（円）（Ａ）

運送以外の対価（円） 計（円）
（Ｃ＝Ａ+Ｂ）

タクシー料金
（円）（Ｄ）

割合(Ｃ/Ｄ)

月
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視覚障害者サポートセンター

迎え 待機 乗降介助 小計（Ｂ）
4月 547.0 61,100 － － － － 61,100 153,630 39.8%
5月 632.0 70,800 － － － － 70,800 177,970 39.8%
6月 580.0 65,800 － － － － 65,800 165,760 39.7%
7月 683.0 77,900 － － － － 77,900 196,220 39.7%
8月 601.0 69,000 － － － － 69,000 174,970 39.4%
9月 791.0 89,800 － － － － 89,800 227,110 39.5%

小計(E)
(４～９月）

3834.0 434,400 0 0 0 0 434,400 1,095,660 39.6%

10月 587.0 68,600 － － － － 68,600 173,280 39.6%
11月 535.0 62,200 － － － － 62,200 157,040 39.6%
12月 567.0 65,100 － － － － 65,100 164,180 39.7%
1月 517.0 58,900 － － － － 58,900 142,670 41.3%
2月 254.0 29,000 － － － － 29,000 73,480 39.5%
3月 791.0 89,800 － － － － 89,800 227,110 39.5%

小計(F)
(10～３月）

3251.0 373,600 0 0 - 0 373,600 937,760 39.8%

合計
（E+F)

7085.0 808,000 0 0 － 0 808,000 2,033,420 39.7%

明日へ

迎え 待機 乗降介助 小計（Ｂ）
4月 899.5 112,850 - - - - 112,850 306,330 36.8%
5月 1,090.1 132,050 - - - - 132,050 356,920 37.0%
6月 1,100.2 136,300 - - - - 136,300 369,110 36.9%
7月 1,251.8 158,200 - - - - 158,200 425,010 37.2%
8月 1,182.5 146,800 - - - - 146,800 398,940 36.8%
9月 1,139.6 140,700 - - - - 140,700 385,090 36.5%

小計(E)
(４～９月）

6,663.7 826,900 0 0 0 0 826,900 2,241,400 36.9%

10月 1,279.8 160,900 - - - - 160,900 436,350 36.9%
11月 1,269.2 155,600 - - - - 155,600 418,800 37.2%
12月 1,270.1 155,700 - - - - 155,700 420,080 37.1%
1月 1,089.5 134,250 - - - - 134,250 363,230 37.0%
2月 1,118.8 141,700 - - - - 141,700 388,870 36.4%
3月 1,268.5 162,070 - - - - 162,070 443,320 36.6%

小計(F)
(10～３月）

7,295.9 910,220 0 0 0 0 910,220 2,470,650 36.8%

合計
（E+F)

13,959.6 1,737,120 0 0 0 0 1,737,120 4,712,050 36.9%

オールハッピー

迎え 待機 乗降介助 小計（Ｂ）
4月 183.2 17,650 - - - - 17,650 51,270 34.4%
5月 127.0 12,200 - - - - 12,200 34,740 35.1%
6月 69.0 6,600 - - - - 6,600 18,720 35.3%
7月 128.6 12,000 - - - - 12,000 35,140 34.1%
8月 142.4 13,500 - - - - 13,500 39,320 34.3%
9月 124.6 11,500 - - - - 11,500 33,700 34.1%

小計(E)
(４～９月）

774.8 73,450 0 0 0 0 73,450 212,890 34.5%

10月 142.2 13,700 - - - - 13,700 39,080 35.1%
11月 141.6 13,400 - - - - 13,400 38,880 34.5%
12月 132.2 13,000 - - - - 13,000 37,320 34.8%
1月 155.3 14,500 - - - - 14,500 42,330 34.3%
2月 148.0 13,700 - - - - 13,700 40,060 34.2%
3月 77.0 7,400 - - - - 7,400 21,340 34.7%

小計(F)
(10～３月）

796.3 75,700 0 0 0 0 75,700 219,010 34.6%

合計
（E+F)

1,571.1 149,150 0 0 0 0 149,150 431,900 34.5%

タクシー料金
（円）（Ｄ）

月 走行キロ

タクシー料金
（円）（Ｄ）

運送の対価
（円）（Ａ）

割合(Ｃ/Ｄ)月 走行キロ
運送の対価
（円）（Ａ）

運送以外の対価（円） 計（円）
（Ｃ＝Ａ+Ｂ）

運送以外の対価（円） 計（円）
（Ｃ＝Ａ+Ｂ）

タクシー料金
（円）（Ｄ）

割合(Ｃ/Ｄ)月 走行キロ
運送の対価
（円）（Ａ）

運送以外の対価（円） 計（円）
（Ｃ＝Ａ+Ｂ）

割合(Ｃ/Ｄ)
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楽シィー

迎え 待機 乗降介助 小計（Ｂ）
4月 - - - - - - - - -
5月 - - - - - - - - -
6月 - - - - - - - - -
7月 - - - - - - - - -
8月 - - - - - - - - -
9月 - - - - - - - - -

小計(E)
(４～９月）

0.0 0 0 0 0 0 0 0 0.0%

10月 0.0 0 - - - - 0 0 0.0%
11月 90.0 10,692 - - - - 10,692 24,880 43.0%
12月 62.9 7,776 - - - - 7,776 19,040 40.8%
1月 99.0 12,528 - - - - 12,528 29,340 42.7%
2月 260.0 30,456 - - - - 30,456 73,760 41.3%
3月 303.9 37,152 - - - - 37,152 106,990 34.7%

小計(F)
(10～３月）

815.8 98,604 0 0 0 0 98,604 254,010 38.8%

合計
（E+F)

815.8 98,604 0 0 0 0 98,604 254,010 38.8%

割合(Ｃ/Ｄ)月 走行キロ
運送の対価
（円）（Ａ）

運送以外の対価（円） 計（円）
（Ｃ＝Ａ+Ｂ）

タクシー料金
（円）（Ｄ）
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軽微な変更の届出に関する報告 

平成 29 年８月 31 日（前回協議会）から本日までに，九州運輸局福岡運輸

支局長に届け出られた軽微な事項変更は以下のとおり。 

平成３０年度第１回

福岡市福祉有償運送

運営協議会
資料３

団体名 届出年月日 届出内容 ページ 

一般社団法人錬身会 
楽シィー H30.6.11 

車両台数の変更（２→３） 

旅客の範囲 

（要支援者，その他の障が

いを有するものを追加） 

１～２ 

特定非営利活動法人 
通院送迎センター 
ステップ福岡

H30.6.22 
車両台数の変更 

（32→31） 
3～４ 

特定非営利活動法人 
地域福祉を支える会 
そよかぜ 

Ｈ30.8.21 
車両台数の変更 

（15→11） 
５～６ 



1



2



3



4



5



6
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平成３０年度第１回

福岡市福祉有償運送

運営協議会
資料４

 
福祉有償運送事業の必要性について 

（福岡市の人口推移・移動制約者に関する助成等について） 
 

１ 福岡市の人口推移（各年度末現在登録人口） 

  H24 年度 H25 年度 H26 年度 H27 年度 H28 年度 H29 年度 

年少人口 

0～14 歳 
201,943  203,890  205,523  206,862  207,648  208,403 

生産年齢人口 

15～64 歳 
987,283  987,183  985,921  988,031  991,320  995,127 

高齢者人口 

65 歳以上 
270,185  283,926  296,526  307,754  317,256  325,120 

  
65 歳以上 

対人口割合(％） 
18.51% 19.25% 19.93% 20.48% 20.92% 21.27% 

総数 1,459,411  1,474,999  1,487,970  1,502,647  1,516,224  1,528,650 

 
○福岡市の高齢者の数，高齢者が対人口に占める割合（高齢化率）は，年々増加傾向にある。 

○福岡市保健福祉総合計画（平成 28年 6 月）によると，平成 32 年の 65歳以上の高齢者人口は 36

万 7 千人，高齢者の割合（高齢化率）は 23.4％，平成 37 年では 39 万 6 千人，24.8％と，今後

も増加していくことが予測される。 

（単位；人） 

（人） 
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２ 福岡市の要介護認定者及び障がい者手帳交付者数等の推移 

 

    
      

（単位；人）  

    H24 年度 H25 年度 H26 年度 H27 年度 H28 年度 H29 年度 

要
支
援
・
要
介
護
認
定
者
数 

要支援１ 10,328  11,661  12,658  13,558  14,084  13,682 

要支援２ 6,897  7,393  7,761  8,134  8,674  9,175 

要介護１ 9,947  10,628  11,255  11,839  12,755  13,054 

要介護２ 8,554  8,949  9,346  9,581  9,934  10,171 

要介護３ 6,174  6,444  6,621  6,830  7,230  7,535 

要介護４ 5,659  5,857  6,012  6,198  6,426  6,566 

要介護５ 5,212  5,297  5,326  5,447  5,336  5,286 

合計（A） 52,771  56,229  58,979  61,587  64,439  65,469 

障
が
い
者
数 

身体

障が

い者 

肢体不自由 27,857  28,616  28,684  27,712  27,571  27,407 

内部障がい 15,205  15,760  16,058  15,794  15,995  16,125 

他障がい 8,261  8,382  8,455  8,228  8,252  8,296 

小計 51,323  52,758  53,197  51,734  51,818  51,828 

知的障がい者 9,163  9,645  10,235  10,600  11,115  11,568 

精神障がい者 9,264  10,333  11,273  12,228  13,290  14,586 

合計（B） 69,750  72,736  74,705  74,562  76,223  77,982 

総計（Ａ＋Ｂ） 122,521  128,965  133,684  136,149  140,662  143,451 

対人口割合 8.40% 8.74% 8.98% 9.06% 9.28% 9.38% 

福岡市人口 1,459,411  1,474,999  1,487,970  1,502,647  1,516,224  1,528,650 
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 ○福岡市の要支援・要介護認定者は，年々増加傾向にある。 

 福岡市保健福祉総合計画（平成 28 年 6 月）によると，要支援・要介護認定者は今後も増加

し，平成 37年度には，約 10万人になると見込まれる。 

○身体障がい者，知的障がい者，精神障がい者も年々増加傾向にある。 

身体障がい者，知的障がい者，精神障がい者数 

要支援・要介護認定者数 
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３ 福岡市の移動制約者に関する助成等 

① 成内容等（平成２９年度） 

事業名 対象交通機関 概要 

福祉乗車券 

西鉄バス 

 

西鉄電車 

天神大牟田線 

 

市営 

地下鉄 

 

昭和バス 

 

ＪＲバス 

 

タクシー 等 

障がい者等の社会参加促進のため交通費の一部助成 

 

○給付形態 

ＩＣカード，回数乗車券等 

※平成２８度に福祉乗車証の交付を受けた者に限り，経過措置

として平成３１年度までは福祉乗車証を選択することも可能 

○対象者 

市内に住民登録を行っており，前年所得２００万円未満（対象

者が１８歳未満の場合は，世帯の合計所得２００万円未満）で

下記の手帳を所持する者 

・身体障害者手帳１級～３級 

・療育手帳Ａ 

・精神障害者保健福祉手帳１級 

・被爆者健康手帳 

・戦傷病者手帳 

○助成額 

・市民税非課税の者は，年間最大で１２,０００円 

・前年所得２００万円未満の者は，年間最大で８,０００円 

※福祉乗車証以外の券種は，申請月により助成額が異なる 

高齢者乗車券 

市営地下鉄 

 

西鉄バス 

 

西鉄電車 

 

市営渡船 

 

ＪＲバス等 

高齢者の社会参加促進のため交通費の一部助成 
 

○給付形態 
ＩＣカード，回数乗車券等 

○対象者，給付額 
７０歳以上で，以下の介護保険料所得段階区分（福祉乗車券の

対象者を除く） 

（介護保険料所得段階１～５） 年額１２，０００円以内 

（介護保険料所得段階６，７） 年額 ８，０００円以内 
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事業名 対象交通機関 概要 

福祉タクシー 

料金助成 
タクシー 

在宅の重度心身障がい児・者がタクシー利用の際，運賃の一部を助
成 

 
○給付形態 

タクシー利用券 
○対象者 
１８歳以上の障がい者の場合は，本人及び配偶者が市民税非課税
で，次の障がい程度の人。１８歳未満の障がい児の場合は，保護者
の属する住民基本台帳上の世帯員全員が市民税非課税で，次の障
がい程度の人。 
・視覚，内部障がい１～２級 
・下肢，体幹又は乳幼児期以前の非進行性の脳病変による運動機
能障がい（移動機能障がいに限る。）１～２級 

・視覚障がい，肢体不自由，内部障がいが重複して総合２級以上で，
かつ下肢又は体幹機能障がい３級 

・療育手帳Ａ 
〇助成額 
・一般型 ：一乗車につき 500 円(年間最大 55 枚) 
・ワゴン型：30 分までの時間運賃(年間最大 48 枚) 

※申請月により助成額が異なる 

移送サービス 寝台タクシー 

公共交通機関利用困難な高齢者に，寝台タクシーの料金を一部助
成 
 
○給付形態 

寝台タクシーの基本料金相当のチケットを年間 4 枚給付 
○対象者 

介護保険における要介護４，５と認定された，６５歳以上の人で，座位
を保てない人 
 ・介護保険料所得段階１Ａ      ：８，５００円/枚  
             ※1Ａ＝１段階のうち，生活保護・支援給付受給者 
 ・介護保険料所得段階１Ｂ・２・３ ：７，６５０円/枚 
             ※１Ｂ＝１段階のうち，１Ａ以外の者 
 ・介護保険料所得段階４・５     ：５，１００円/枚 
 ・介護保険料所得段階６・７    ：２，９７０円/枚 
 ・介護保険料所得段階８       ：  ８５０円/枚 

 （介護保険料所得段階９以上の人は対象外） 

障がい者移送

サービス 
寝台タクシー 

公共交通機関利用困難な在宅の寝たきりの特定疾病障がい者に，
ストレッチャー装着ワゴン車または寝台車の利用助成を行う。 

 
○給付形態 

チケットを年間４枚給付 
○対象者等 
市内に居住する在宅の４０歳から６４歳までの介護保険法の特定疾

病に該当する人で，要介護４，５認定を受け，当該疾病に起因する身体
障害者手帳を所持する人であり，かつ座位を保てない人。 
・所得階層により助成額が異なる。 
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②助成の種類及び対象・交付人数 

 

 

      H24 年度 H25 年度 H26 年度 H27 年度 H28 年度 H29 年度 

旧福祉乗車券 

（～H29 年 7 月） 交付件数 15,155  15,456  16,272  18,934 19,225  643 

新福祉乗車証 

（H29 年 8 月～） 交付件数 - - - - - 19,001 

福祉乗車証・割引証 

（～H29 年 7 月） 交付件数 27,609  29,136  29,670  30,661 30,975  

1,051 
※割引証は 

含まず 

高齢者乗車券 
対象人数 151,692  157,106  160,806  164,127 174,236  194,453 

交付人数 97,305  100,043  102,911  118,298 122,622  139,148 

福祉タクシー料金助成 

（重度障がい者） 
利用枚数 155,491  163,725  172,611  183,815 203,878  208,801 

交付人数 5,646  6,150  6,622  7,394 7,673  82,234 

移送サービス 

(寝台タクシー料金助成 

(移動困難高齢者）） 

利用者数 104  104  95  95 94  106 

利用回数 144  162  107  117 127  153 

障がい者移送サービス 

（在宅の寝たきりの 

特定疾病障がい者） 

利用枚数 34  18  27  19 21  17 

○移動制約者に関する助成については，概ね増大傾向にある。 

 （移送サービス，障がい者移送サービスを除く） 
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４ 政令市における福祉有償運送事業の状況          （平成 29年 3月末現在） 

市 団体数 車両数 旅客数 運転者数 

札幌 85 505 未集計 未集計 

仙台 3 13 161 50 

さいたま 30 230 1,010 412 

千葉 15 67 1,096 92 

川崎 32 230 1,485 325 

横浜 83 633 12,547 未集計 

相模原 22 175 2,473 275 

新潟 17 105 1,321 222 

静岡 6 40 352 108 

浜松 5 27 627 36 

名古屋 13 87 1,046 88 

京都 7 29 580 未集計 

大阪 25 53 749 106 

堺 16 45 610 107 

神戸 20 72 360 106 

岡山 20 81 2,080 147 

広島 1 8 17 8 

北九州 9 103 1443 584 

熊本 13 46 254 83 

福岡 9 95 460 105 

福岡 10 96 459 101 

 

平成 30 年 8 月末現在 



登録の更新に関する審議願い提出申請者の団体概要等 

番号 団体名 該当ページ 

1 特定非営利活動法人 

コットン・ハート
１～６ 

2 特定非営利活動法人 

通院送迎センター ステップ福岡 
７～１２ 

3 特定非営利活動法人 

地域福祉を支える会 そよかぜ 
１３～２０ 

4 NPO じょうわ 
２１～２４ 

5 NPO 法人 

Wall Less Japan 
２５～３３ 

6 特定非営利活動法人 

訪問歯科介護研究会 
３４～４０ 

7 NPO 法人 

福岡市視覚障害者サポートセンター 
４１～４６ 

※なお，事務局において，形式的要件については確認済

平成３０年度第１回

福岡市福祉有償運送

運営協議会
資料５



項 目

団 体 名

設 立 年 月 日

所 在 地

代 表 者

項 目

運 送 の 目 的

旅 客 数 人

車 両 保 有 台 数 ・福祉車両 0 台 0 台

持 込 車 両 台 数 ・福祉車両 0 台 4 台

運 転 免 許 の 種 別 ・普通１種 4 人 0 人

損 害 賠 償 措 置

運 送 地 域

運 送 頻 度

運 送 の 対 価

料 金 算 定 根 拠

運送の対価以外の
対 価

会 費

備 考

福祉有償運送　登録の更新　申請事業者概要

福岡市

回 答 欄

回 答 欄

理事長　川上　眞佐子

・セダン型車両

高齢者，身体障がい者等の方々に対し，通院等の移送サービスを含めて行う
ことを目的とする。

運送距離に応じて，概ねタクシーの１／２程度

289回/月（H29年4月～H29年9月期間の月平均）

・セダン型車両

・普通２種

各運転者加入の任意保険（対人：無制限，対物：無制限，人身傷害保険又
は搭乗者保険への加入あり。）

特定非営利活動法人　コットン・ハート

福岡市南区野間１－１－２２－３０３

苦情，事故報告なし

走行2km迄：300円　以降加算　1kmあたり：100円
３０kmを超える場合，超過する１km毎に50円

年間　６，０００円（月額500円）

平成17年7月11日
福祉有償運送

初回登録年月日
平成19年10月5日

乗降介助：100円　※片道１回につき算定（乗降）
迎車料金：４kmまで無料　以降２kmごとに100円（300円を限度）

74

1



2



3



4



5



6



項 目

団 体 名

設 立 年 月 日

所 在 地

代 表 者

項 目

運 送 の 目 的

旅 客 数 人

車 両 保 有 台 数 ・福祉車両 2 台 0 台

持 込 車 両 台 数 ・福祉車両 0 台 29 台

運 転 免 許 の 種 別 ・普通１種 31 人 2 人

損 害 賠 償 措 置

運 送 地 域

運 送 頻 度

運 送 の 対 価

料 金 算 定 根 拠

運送の対価以外の
対 価

会 費

備 考

福祉有償運送　登録の更新　申請事業者概要

福岡市

回 答 欄

回 答 欄

39

特定非営利活動法人　通院送迎センター　ステップ福岡

福岡市早良区高取2丁目１７－４９－３０３

年間　３，０００円

なし

・普通２種

各運転者加入の任意保険（対人無制限，対物1,000万円以上。人身傷害保
険又は搭乗者保険への加入あり。）

運送距離に応じて，概ねタクシーの１／２程度

783回/月（H29年4月～H29年9月期間の月平均）

苦情，事故報告なし

小型・中型車両　走行３km迄：400円　以降加算　1kmあたり：100円
＊複数乗車あり
特定大型車両　　走行３km迄：650円　以降加算　0.5kmあたり：約90円
＊複数乗車あり。タクシーの距離制運賃の2分の１

平成11年9月26日（任意組織）
平成15年11月 5日（NPO法人）

福祉有償運送
初回登録年月日

平成19年10月5日

理事長　野上　隆生

・セダン型車両

　身体障がい者（主として，透析患者）同志が，通院送迎困難者を相互援助
の立場で支援することを目的に，平成１１年から任意団体で実施してきたも
のを平成１５年にNPO法人化し継続している。

・セダン型車両

7
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項 目

団 体 名

設 立 年 月 日

所 在 地

代 表 者

項 目

運 送 の 目 的

旅 客 数 人

車 両 保 有 台 数 ・福祉車両 2 台 2 台

持 込 車 両 台 数 ・福祉車両 0 台 7 台

運 転 免 許 の 種 別 ・普通１種 10 人 0 人

損 害 賠 償 措 置

運 送 地 域

運 送 頻 度

運 送 の 対 価

料 金 算 定 根 拠

運送の対価以外の
対 価

会 費

備 考

理事長　濵﨑　嘉秀

・セダン型車両

平成11年5月7日
福祉有償運送

初回登録年月日
平成19年10月5日

・セダン型車両

迎車料金　3kmまで無料　3km以上は一律120円
待機料金　15分まで無料　15分以上は10分毎120円

走行2km迄：360円　以降加算　1kmあたり：120円
30kmを超える場合，超えたキロ数の30％割引で算出

自立して公共の交通機関を利用することが困難な高齢者や障がい者が通院を
はじめ，移動の自由を享受できるよう移動サービスを提供することを目的と
する。

運送距離に応じて，概ねタクシーの１／２程度

・普通２種

任意保険（対人：無制限，対物：1,000万円以上，人身傷害保険又は搭乗
者保険への加入あり。）

福岡市

なし

苦情，事故報告なし

福祉有償運送　登録の更新　申請事業者概要

179回/月（H29年4月～H29年9月期間の月平均）

回 答 欄

回 答 欄

70

特定非営利活動法人　地域福祉を支える会　そよかぜ

福岡市博多区銀天町2丁目2-37

13
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20



項 目

団 体 名

設 立 年 月 日

所 在 地

代 表 者

項 目

運 送 の 目 的

旅 客 数 人

車 両 保 有 台 数 ・福祉車両 0 台 0 台

持 込 車 両 台 数 ・福祉車両 0 台 1 台

運 転 免 許 の 種 別 ・普通１種 1 人 1 人

損 害 賠 償 措 置

運 送 地 域

運 送 頻 度

運 送 の 対 価

料 金 算 定 根 拠

運送の対価以外の
対 価

会 費

備 考

    運送距離に応じて，概ねタクシーの１／２程度

4

福岡市

平成25年10月3日
平成23年12月13日（設立）
平成29年9月12日（名称変更）

福岡市城南区田島5丁目5番19号

　要介護者，要支援者及び身体障がい者の方々に，通院や引きこもり防止等
を目的に移送サービスを行う。

 苦情，事故報告なし

走行1kmあたり100円　以降加算　１kmあたり：100円

年間　100円

理事長　平田　種一

・セダン型車両

6回/月（H29年4月～H29年9月期間の月平均）

迎車料金200円
運転手とは別に介助を行う者が必要となる場合，1,000円を徴収

・普通２種

運転者加入の任意保険（対人：無制限，対物：無制限。搭乗者傷害保険へ
の加入あり。）

・セダン型車両

福祉有償運送　登録の更新　申請事業者概要

福祉有償運送
初回登録年月日

回 答 欄

回 答 欄

NPOじょうわ

21
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24



項 目

団 体 名

設 立 年 月 日

所 在 地

代 表 者

項 目

運 送 の 目 的

旅 客 数 人

車 両 保 有 台 数 ・福祉車両 0 台 1 台

持 込 車 両 台 数 ・福祉車両 0 台 0 台

運 転 免 許 の 種 別 ・普通１種 2 人 0 人

損 害 賠 償 措 置

運 送 地 域

運 送 頻 度

運 送 の 対 価

料 金 算 定 根 拠

運送の対価以外の
対 価

会 費

備 考

・普通２種

平成25年10月3日

設定なし

　独力で買い物や通院を行うことが難しい，高齢者や障がい者の外出を支援
し，孤独死を防止することを目的とする。

NPO法人　Wall Less Japan

福岡市城南区堤1丁目20番27-203号

福祉有償運送
初回登録年月日

苦情，事故報告なし

初乗り：350円（2kmまで）
走行距離が２kmを超える場合，走行１kmごとに100円
30kmを超える場合，超過する1kmごとに50円
（料金表に過誤があり，改めて作成）

年会費　1,000円（通信費）

理事長　坂本　憲治

・セダン型車両

運送距離に応じて，概ねタクシーの１／２程度

140回/月（H29年4月～H29年9月期間の月平均）

福岡市

運転者加入の任意保険（対人：無制限，対物：無制限。人身障害保険への
加入あり。）

・セダン型車両

福祉有償運送　登録の更新　申請事業者概要

回 答 欄

回 答 欄

82

平成23年12月1日
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07071
テキストボックス
修正案



　　　　　　　　↑
100円少なく記載していた

33



項 目

団 体 名

設 立 年 月 日

所 在 地

代 表 者

項 目

運 送 の 目 的

旅 客 数 人

車 両 保 有 台 数 ・福祉車両 0 台 1 台

持 込 車 両 台 数 ・福祉車両 0 台 1 台

運 転 免 許 の 種 別 ・普通１種 3 人 0 人

損 害 賠 償 措 置

運 送 地 域

運 送 頻 度

運 送 の 対 価

料 金 算 定 根 拠

運送の対価以外の
対 価

会 費

備 考

（H31年4月～変更）
年会費　4,000円（法人活動費に充当）

福祉有償運送　登録の更新　申請事業者概要

回 答 欄

回 答 欄

63

平成17年9月27日 平成25年10月9日

設定なし

苦情，事故報告なし

代表理事　岩﨑　勝彦

・セダン型車両

運送距離に応じて，概ねタクシーの１／２程度

73回/月（H29年4月～H29年9月期間の月平均）

福岡市

すべて，運転者加入の任意保険（対人：無制限，対物：無制限。人身傷害
保険及び搭乗者傷害保険への加入あり。）

・セダン型車両

（～H31年3月）
年会費　3,000円（法人活動費に充
当）

・普通２種

　要介護・要支援者や障がい者を対象に，通院移送サービスを行うことを目
的とする。

特定非営利活動法人　訪問歯科介護研究会

福岡市東区千早4丁目21-55-411

福祉有償運送
初回登録年月日

（～H31年3月）
初乗り：300円（2kmまで）
走行距離が２kmを超える場合，走
行１kmごとに100円

（H31年4月～変更）
初乗り：300円（2kmまで）
走行距離が２kmを超える場合，走
行１kmごとに100円
消費税別途
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07071
テキストボックス
変更案

07071
線

07071
線



40



項 目

団 体 名

設 立 年 月 日

所 在 地

代 表 者

項 目

運 送 の 目 的

旅 客 数 人

車 両 保 有 台 数 ・福祉車両 0 台 1 台

持 込 車 両 台 数 ・福祉車両 0 台 16 台

運 転 免 許 の 種 別 ・普通１種 14 人 2 人

損 害 賠 償 措 置

運 送 地 域

運 送 頻 度

運 送 の 対 価

料 金 算 定 根 拠

運送の対価以外の
対 価

会 費

備 考    苦情，事故報告なし

初乗り：300円（2kmまで）
走行距離が２kmを超える場合，走行１kmごとに100円
複数乗車時は，1人当たりの運賃は乗車人数で案分（1円未満切り捨て）

年会費3,000円（通信費等）

・セダン型車両

設定なし

運送距離に応じて，概ねタクシーの１／２程度

・セダン型車両

・普通２種

福祉有償運送　登録の更新　申請事業者概要

回 答 欄

回 答 欄

83

NPO法人福岡市視覚障害者サポートセンター

福祉有償運送
初回登録年月日

平成25年10月25日

福岡市南区玉川町13-28　鶴田ビル2階

理事長　染井　圭弘

平成23年8月4日

85回/月（H29年4月～H29年9月期間の月平均）

福岡市

運転者加入の任意保険（対人：無制限，対物：1,000万円。人身傷害保険
及び搭乗者傷害保険への加入あり。）

　視覚障がい者に，通院や買い物支援，福祉施設への移送サービスを行うこ
とを目的とする。
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46



登録に関する審議願い提出申請者の団体概要等 

団体名 該当ページ 

特定非営利活動法人 バリアフリー 1～ 4 

※なお，事務局において，形式的要件については確認済

平成３０年度第１回

福岡市福祉有償運送

運営協議会
資料６



項 目

団 体 名

設 立 年 月 日

所 在 地

代 表 者

項 目

運 送 の 目 的

旅 客 数 人

車 両 保 有 台 数 ・福祉車両 台 1 台

持 込 車 両 台 数 ・福祉車両 台 台

運 転 免 許 の 種 別 ・普通１種 1 人 人

損 害 賠 償 措 置

運 送 地 域

運送頻度（予定）

運 送 の 対 価

料 金 算 定 根 拠

運送の対価以外の
対 価

会 費

備 考

３回／月（予定）

福岡市内

福岡市中央区六本松４丁目９-７-406号

平成29年3月17日

特になし

走行１kmまで：２００円　以降加算　１kmあたり：１００円

なし

・セダン型車両

迎車料金：５kmまでなし　以降加算　１kmあたり：５０円

運送距離に応じて，概ねタクシーの１／２程度

・セダン型車両

・普通２種

吉村　道弘

対物対人無制限　人身傷害３０００万円

　高齢者や障がい者（児）とそのご家族に対して，地域で自立した生活を
営んでいくために必要な事業を行い，すべての人々が健やかに暮らせる地
域社会づくりと福祉の増進に寄与することを目的とする。

福祉有償運送　登録の申請　申請事業者概要

回 答 欄

回 答 欄

8

特定非営利活動法人　バリアフリー

1



2



3



利用料金 

●利用（運送）料金

・乗車時     200 円/km（初乗料金）  100 円/km（加算料金）

利用会員宅から目的地、目的地から利用会員宅までの走行距離により算出をします。

・迎車時 50 円/km（迎車距離が 5km を超えた迎車より加算） 

利用の依頼を受けて、利用会員宅まで迎えに行く際の料金になります。 

運送料金目安表 

乗車距離 
特定非営利活動法人バリアフリー 

乗車料金 迎車料金 合計 

２ km 300 円 （迎車距離-5km）×50 円＝Ⅹ 300 円+Ⅹ 

３ km 400 円 （迎車距離-5km）×50 円＝Ⅹ 400 円+Ⅹ 

５ km 600 円 （迎車距離-5km）×50 円＝Ⅹ 600 円+Ⅹ 

10 km 1100円 （迎車距離-5km）×50 円＝Ⅹ 1100 円+Ⅹ 

20 km 2100円 （迎車距離-5km）×50 円＝Ⅹ 2100 円+Ⅹ 

100ｍ毎に加算され、それ以下は四捨五入するものとします。 

4



法人名
団体
種別

事務所
所在区

初回登録日
更新
回数

登録期限

1
特定非営利活動法人
コットン・ハート

ＮＰＯ 南区 H19.10.5 3 H30.10.4

2
特定非営利活動法人
通院送迎センター「ステップ福岡」

ＮＰＯ 早良区 H19.10.5 3 H30.10.4

3
特定非営利活動法人
地域福祉を支える会　そよかぜ

ＮＰＯ 博多区 H19.10.5 3 H30.10.4

4
特定非営利活動法人
ＮＰＯ　まちづくりじょうわ

ＮＰＯ 城南区 H25.10.3 1 H30.10.2

5
ＮＰＯ法人
Wall Less Japan

ＮＰＯ 城南区 H25.10.3 1 H30.10.2

6
特定非営利活動法人
訪問歯科介護研究会

ＮＰＯ 東区 H25.10.9 1 H30.10.8

7
ＮＰＯ法人
福岡市視覚障害者サポートセンター

ＮＰＯ 南区 H25.10.25 1 H30.10.24

8
ＮＰＯ法人
明日へ

ＮＰＯ 城南区 H26.6.19 1 H31.6.18

9
特定非営利活動法人
オールハッピー

ＮＰＯ 城南区 H27.10.7 1 H32.10.6

10
一般社団法人　錬身会
楽シィー

ＮＰＯ 西区 H29.11.8 0 H31.11.7

福岡市の福祉有償運送団体

平成３０年度第１回

福岡市福祉有償運送

運営協議会

参考資料
１



 

 １ 

平成３０年度第１回

福岡市福祉有償運送

運営協議会

参考資料
２  

福岡市福祉有償運送運営協議会運営指針 
福岡市福祉有償運送運営協議会 

平成１８年１０月３１日   

平成２０年 ８月 ６日改正 

平成２４年 ８月２８日改正 

平成２５年 ８月２７日改正 

平成２６年 ４月２３日改正 

平成２７年 ７月３０日改正 

平成２８年 ５月１１日改正 

平成２９年 ８月３１日改正 

１．目的 

本指針は，道路運送法（昭和２６年法律第１８３号。以下「法」という。）第

７８条第２号に定められた，ＮＰＯ法人等による要介護認定を受けた者や身体

障害者手帳を交付された者等を運送する自家用有償旅客運送（以下「福祉有償

運送」という。）に係る，同法第７９条の登録に先立ち必要とされる，同法７９

条の４第１項第５号に係る福岡市福祉有償運送運営協議会（以下「運営協議会」

という。）における協議事項に関する方針を定めることで，登録申請団体からの

協議を円滑に行うことを目的とする。 

 

２．運送主体（法第７８条第２号・規則第４８条） 

単独では公共交通機関の利用が困難な者を対象として，福祉有償運送を実施

しようとする団体（以下「運送主体」という。）は，営利を目的としない法人で

あり，当該福祉有償運送を行うことが，法人の目的の範囲外にあたるものでな

いことを条件とする。 

なお，運送主体としての非営利法人としては，次に掲げる法人とする。 

 

①  特定非営利活動法人 

②  一般社団法人又は一般財団法人 

③  地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２６０条の２第７項に規定 

する認可地縁団体 

     ④ 農業協同組合 



 

 ２ 

       ⑤ 消費生活協同組合 

       ⑥  医療法人 

⑦  社会福祉法人 

⑧  商工会議所 

⑨  商工会 

⑩  営利を目的としない法人格を有しない社団であって，代表者の定めが 

あり，かつ，当該代表者が法第７９条の４第１項第１号から第３号まで

のいずれにも該当しない者であるもの 

 

【運送主体の介護保険請求】 

福祉有償運送では，介護保険の乗降介助等については，原則として請求で

きない。 

 

３．運送の対象（法第７９条の２第１項第４号） 

運送の対象となる者は，あらかじめ会員として登録された以下に掲げる者及

びその介助者又は付添人とする。 

 

① 身体障害者福祉法（昭和２４年法律第２８３号）第４条にいう「身体障

害者」 

② 介護保険法（平成９年法律第１２３号）第１９条第１項にいう「要介護

認定を受けている者」 

③ 介護保険法（平成９年法律第１２３号）第１９条第２項にいう「要支援

認定を受けている者」 

④ 児童福祉法（昭和２２年法律第１６４号）第４条第２項にいう「障害児」 

⑤ 療育手帳（昭和４８年９月２７日付け厚生省発児第１５６号厚生事務次

官通知）の交付を受けた「知的障害者」 

⑥ 精神保健及び精神障害者福祉に関する法律（昭和２５年法律第１２３号）

第５条にいう「精神障害者」 

⑦ その他肢体不自由，内部障がい（人工血液透析を受けている場合を含む。），

難病等により単独での移動が困難な者であって，単独では公共交通機関を

利用することが困難な者 

 

【対象者の判断】 

旅客が道路運送法施行規則（昭和２６年運輸省令第７５号。以下「施行規
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則」という。）第４９条第３号に規定する有償運送を利用することが適当であ

るか否かは，福岡市保健福祉局の各担当課（介護福祉課・障がい者在宅支援

課）により，旅客が所持するその障がい又は疾病を証する書類（介護保険証，

身体障害者手帳，療育手帳及び精神障害者保健福祉手帳のほか，難病患者に

あっては公費負担助成決定通知書の写し，あるいは診断書等）及びその障が

い等の状況等を確認し，移動制約者であるという状況把握をしたうえで判断

するものとする。 

 

４．運送の区域（法第７９条の２第１項第３号） 

運送の旅客の発地又は着地のいずれかが福岡市内にあることを要するものと

する。 

 

【協議の視点】 

形態については，発地又は着地が福岡市内にある福祉有償運送のみに限定

される。 

なお，『市内自宅→市外病院１→市外病院２』，または『市外病院１→市外

病院２→市内自宅』といった福祉有償運送の場合は，一連のサービスとして

計画されたものであれば実施可能とする。 

また，福祉有償運送全体が市外で提供されるものは，運営協議会の対象と

はならない。別途福祉有償運送が提供される市町村運営協議会において協議

すべきものとなる。 

 

５．使用車両 

（１）福祉有償運送にあっては，次の車両を使用するものとする。  

① 寝台車：車内に寝台（ストレッチャー）を固定する設備を有する自動車 

② 車いす車：車いすの利用者が車いすのまま車内に乗り込むことが可能な

自動車であってスロープ又はリフト付きの自動車 

③ 兼用車：ストレッチャー及び車いすの双方に対応した自動車 

④ 回転シート車：回転シート（リフトアップシートを含む。）を備える自動

車 

⑤ セダン等（貨物運送の用に供する自動車を除く。） 

 

（２）使用権原  

福祉有償運送に使用する車両を使う権原（所有権、賃貸借権等の使用権）
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は運送主体が有するものとする。この場合において，運転者等から提供され

る自家用自動車を使用するときは，以下の事項に適合することを要するもの

とする。 

・ 運送主体と，自家用自動車を提供し，当該運送に携わる者との間に当該

車両の使用に係る契約が締結され，当該契約の内容を証する書面が作成さ

れていること。 

・ 当該契約において，福祉有償運送の管理及び運営，特に事故発生，苦情

等への対応について運送主体が責任を負うことが明確化されていること。 

・ 利用者に対し，事故発生，苦情等の対応に係る運送主体の責任者及び連

絡先が明瞭に表示されていること。 

 

（３）車両の表示 

登録を受けた場合，車両には外部から見やすいように使用自動車の車体の

両側面に福祉有償運送の登録を受けた車両である旨を表示すること。表示事

項は，「運送主体名」，「福祉有償運送車両」，「登録番号」の文字で，文字はス

テッカー，マグネットシート又はペンキ等による横書きとし，文字の大きさ

は縦横 50 ミリメートル以上。ボランティア運転者等との契約に基づき使用し

ている車両等，福祉有償運送ではない用途に車両を用いる可能性のある車両

の表示は，誤解を避けるためにマグネット式が望ましく，福祉有償運送以外

の用途で使用する場合，当該表示は外すべきである。 

 

６．旅客から収受する対価（法第７９条の８第２項・規則第５１条の１５） 

ボランティア等が実施している福祉有償運送において，旅客から収受しよう

とする対価が，施行規則第５１条の１５各号の規定及び関係通達（平成１８年

９月１５日付け国自旅第１４４号）の規定に基づいているものと認められるこ

と。この場合において，申請者に対し，旅客から収受する対価の額及び会費の

額について，明細に記載した資料の提出を求めるものとする。 

（１）対価の範囲 

運送サービスの提供及び当該運送サービスと連続して，又は一体として行

われる役務の提供並びに施設の利用に要する費用について，利用者の負担を求

めるもの。 

① 運送の対価 

運送サービスの利用に対する対価 

② 運送の対価以外の対価 
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運送サービスと連続して，若しくは一体として提供される役務の利用又

は設備の利用に対する対価であって，以下のようなものが考えられる。 

ｱ) 迎車回送料金 

旅客の要請により乗車地点まで車両を回送する場合に適用する料金 

ｲ) 待機料金 

旅客の都合により車両を待機させた場合に適用する料金 

ｳ) その他の料金 

介助料（乗降介助に関する部分に限る。），添乗料（運送にあたって添

乗員を付き添わせた場合の料金），ストレッチャー，車いす使用料等の

設備使用料など。 

 

（２）対価設定の考え方 

旅客から収受する対価は，法第７９条の８及び施行規則第５１条の１５の

規定に基づき，以下に掲げる考え方に従って定めるものとする。 

① 旅客から収受する対価の水準 

旅客から収受しようとする対価は，施行規則第５１条の１５において，

実費の範囲内であると認められること，営利を目的としていると認められ

ない妥当な範囲内であることなどが求められており，具体的には，以下に

掲げる基準を目安とするものとする。 

ｱ) 運送の対価は，当該地域におけるタクシーの上限運賃（ハイヤー運賃

を除く。）の概ね１／２の範囲内であること。 

ｲ) 運送の対価以外の対価にあっては，実費の範囲内であること。 

ｳ) 均一制など定額制による運送の対価において，近距離利用者の負担が

過重となるなど，利用者間の公平を失するような対価の設定となってい

ないと認められること。 

ｴ) 運送の対価を距離制又は時間制で定める場合であって，車庫（事務所

の車庫を含む。）を出発した時点からの走行距離を基に対価を算定しよ

うとする場合にあっては，当該同一旅客をタクシーが運送した場合の実

車運賃の額に迎車回送料金を加えた合計額と比較して，当該対価が概ね

１／２の範囲内であると認められること。ただし，当該対価を適用する

場合には，迎車回送料金を併せて徴収してはならない。 

 

② 対価の適用方法 

ｱ) 時間制及び距離制の双方を定めることは差し支えないが，それぞれの
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適用方法について明確に基準が設けられており，運送を利用しようとす

る際に予め旅客に対して適用する対価の説明がなされる必要がある。 

ｲ) 福祉有償運送に係る運送の対価にあっては，１個の契約により乗車定

員１１人未満の自動車を貸し切って旅客を運送する場合の対価を定め

るものである。このため，ｳ)に規定する複数乗車（１回の運行で複数の

利用者を運送する場合であって，旅客１人ずつから対価を収受する場合

をいう。以下同じ。）の対価を定めることができる場合を除き，旅客数

に応じた運送の対価を収受することはできないものであること。 

ｳ) 福祉有償運送における複数乗車の対価を定める場合には，旅客１人ず

つから収受する対価が明確に定められており，かつ，当該自動車の乗車

定員を最大限利用した場合における対価の総額が，同一距離又は時間を

運行した場合におけるタクシー運賃の額と比較して概ね１／２の範囲

内にあると認められるか，又は平均乗車人員が算出できる場合には，平

均乗車人員で運行した場合の対価の総額が，同一距離又は時間を運行し

た場合におけるタクシー運賃の額と比較して概ね１／２の範囲内にあ

ると認められるか，いずれかの方法により判断することができる。 

ｴ) 運送の対価以外の対価を利用者に求める場合は，旅客が利用した設備

又は提供された役務の種類ごとに金額を明記すること。 

 

（３）タクシーの半額等，必要以上に価格の安いことを煽って会員等の募集を行

ってはならない。 

 

７．輸送の安全及び利用者利便の確保のための措置 

次の①～⑦に掲げる事項について，それぞれ各号に定める輸送の安全及び

利用者利便の確保のために必要な措置が講じられているものとする。 

 

① 使用車両 

ｱ) 福祉有償運送に使用する自動車（以下「福祉有償運送自動車」という。）

の種類ごとの保有台数。 

ｲ) 福祉有償運送の業務の間は，申請者が福祉有償運送自動車について，

以下の条件を満たすことその他適切に自動車の管理がなされること。 

・ 運転者の持込による場合は，申請者との間で当該輸送を実施する間

において，使用権原，運送責任，事故時の責任，苦情の対応等につい

て申請者に一切の責任があることが明確に明記された契約書，使用承
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諾書等の書面が作成されていること。 

・ 車体の表示について，確実に実施される見込みがあること。この場

合において，申請者に対し，使用する車両の自動車登録番号・車両番

号，種類，運送しようとする旅客に対応した設備又は装置の内容につ

いて具体的に記した資料の提出を求めるものとする。 

 

② 運転者の要件 

運転者が施行規則第５１条の１６に規定する要件を満たしていること。

この場合において，申請者に対し，運転者が施行規則第５１条の１６各号

に定める以下の要件を満たしていることを証する書面の提出を求めるも

のとする。 

ｱ) 第二種運転免許証を保有しており，かつ，その効力が停止されていな

い運転者とする。 

ｲ) 第二種運転免許を保有していない運転者にあっては，運転者が申請前

の２年間において運転免許停止以上の処分をうけていない者であり，か

つ，国土交通大臣が定める必要な講習を修了している者であること。 

ｳ) 福祉車両以外の自動車を使用する場合にあっては，上記に加え運転者

又は乗務する者のいずれかが，国土交通大臣が定める乗降介助に係る必

要な講習を修了している者であること。 

 

③ 損害賠償措置 

ボランティア個人の持込自動車も含めた全ての自動車について，福祉有

償運送の業務中であっても，保険金支払のなし得る任意保険その他の業務

中に事故が発生した場合における損害賠償措置が以下のとおり（国土交通

省告示第１１７１号）適切に講じられていること。この場合において，申

請者に対し，任意保険証書の写し又は見積書の写し等の提出を求めるもの

とする。 

ｱ) 対人保険 ８，０００万円以上 

ｲ) 対物保険   ２００万円以上 

 

④ 運行の管理の体制 

運行の管理の責任者が選任され，運転者の確認，報告，指示，記録等に

係る指揮命令系統が明確にされている等の組織体制が整っていると認め

られること。また，配置された自動車の数が５台以上の事務所にあっては，
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施行規則第５１条の１７第２項に規定する資格を有した運行の管理の責

任者が選任されているか，又は選任される予定があること。この場合にお

いて，申請者に対し，運行の管理の体制及び運行の管理の責任者の選任状

況（予定を含む。）（必要となる場合は資格証の提出を含む。）について具

体的に記した資料の提出を求めるものとする。 

 

⑤ 整備の管理の体制 

申請者において，整備の管理の責任者（整備士等の資格の有無は問わな

いものとする。）が選任され，使用する自動車の整備の管理が適切に行わ

れる体制が整っていること，又は確実に選任されると見込まれること。こ

の場合において，申請者に対し，整備の管理の体制及び整備の管理の責任

者の選任状況について具体的に記した資料の提出を求めるものとする。 

 

 

⑥ 事故時の連絡体制 

事故発生時における責任者が明確であり，事故時の対応方法及び連絡体

制が整っていること又は実施が確実であると見込まれること。この場合に

おいて，申請者に対し，事故が発生した場合の処理体制及び責任者につい

て具体的に記した資料の提出を求めるものとする。 

 

⑦ 苦情処理体制 

利用者からの苦情に対し，対応に係る責任者が明確に定められ，適切に

記録する体制となっていること又は実施が確実であると見込まれること。

この場合において，申請者に対し，利用者からの苦情処理に関する体制に

ついて具体的に記した資料の提出を求めるものとする。 

 

８．その他運営協議会が必要と認める事項 

道路運送法並びに省令及び通達に規定する事項を確保した上で，旅客の利

便及び輸送の安全の確保措置等に関して，運営協議会として必要と認められる

事項について，運営協議会の協議に基づき独自の措置を講じることができるも

のとする。 

 

９．運営協議会の合意 
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（１）運営協議会における合意の方法 

運営協議会において協議が調った場合に，運営協議会における合意があっ

たものとみなす。運営協議会の協議を行うにあたっては，関係者の意見に配慮

し十分な議論を尽くして行うものとする。この場合において，全会一致が望ま

しいが，これにより難い場合は，予め運営協議会の設置要綱に，公正・中立な

運営を確保するための議決に係る方法を定める。 

運営協議会は，施行規則第５１条の３第４号に規定する書類を運営協議会

における協議が調った場合に，申請者に対し交付するものとする。 

また，運営協議会での議決にあたって，意見を異にする構成員が存した場

合には，当該合意を証する書面において，賛成及び反対意見の数を記載すると

ともに，反対意見ごとに反対する理由を併せて記載し，申請者に交付するもの

とする。 

 

（２）運営協議会において合意を必要とする事項 

運営協議会においては，以下に掲げる事項について関係者間で協議が調う

ことを要するものとする。 

 

① 道路運送法第７９条の４第１項第５号に規定する，当該地域の輸送状況

等から，ＮＰＯ法人等を運送主体とする福祉有償運送が必要であること。 

 

② 道路運送法第７９条の６第１項に規定する有効期間の更新の登録を行

う場合であって，引き続き，当該地域においてＮＰＯ法人等を運送主体と

する福祉有償運送が必要であること。 

 

③ 道路運送法第７９条の７に規定する変更登録を行う場合であって，運送

の区域を拡大すること，又は運送の種別を変更する場合には，その必要性

があること。 

 

④ 道路運送法第７９条の８に規定する旅客から収受する対価の額（変更し

ようとする場合も同様とする。） 

 

（３）運営協議会の合意を解除する場合 

道路運送法第７９条の１２に規定する合意の解除については，合意を解除

しようとするに至った事実及び理由を示して協議を行うものとする。この場合
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において，当該福祉有償運送者に業務改善又は弁明の機会を付与するものとす

る。 

 

10．登録実施後における主宰者の役割 

福岡市は，福祉有償運送に係る相談，違反時の通報連絡体制，事故時の対応，

利用者等からの苦情その他に対応するため，連絡窓口を整備するものとする。 

 

（福祉有償運送に係るご相談又は通報窓口） 

 福岡市保健福祉局高齢社会部介護福祉課 

  連絡先：TEL 092-733-5452 

      FAX 092-733-5587 

 

福岡市は，利用者等からの苦情及び通報，事故の連絡その他の連絡を受けた

場合には，これらに係る福祉有償運送者の適切な運営を確保するため，運営協

議会の構成員に当該事実を通知するとともに，運営協議会において対応を協議

し必要な指導を行うことができるものとする。 

運営協議会において必要な指導を行ったにもかかわらず当該福祉有償運送者

がこれに従わない場合，運営協議会において協議が調った事項に相違して運送

を行っているとの通報があった場合，利用者からの苦情等のうち悪質と思われ

るものや死亡事故等の重大事故の発生等の連絡を受けた場合には，福岡市は福

岡運輸支局に連絡を行う等，運営協議会において対応を協議するものとする。 

また，福岡運輸支局長から，運営協議会で協議した福祉有償運送者に係る業

務の停止又は登録の抹消等，行政処分に係る通知を受理した場合にあっては，

当該事実を運営協議会の構成員に周知するとともに必要に応じ運営協議会を開

催し対応を協議する等適切な対応を実施するものとする。 
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は じ め に 
 
 
 身体障害者や要介護者など、一人では公共交通機関を利用することが困難な移動制約者に

対して、ドア・ツー・ドアの個別輸送サービスを提供する福祉輸送については、基本的には、

タクシー等の公共交通機関がその担い手となりますが、タクシー等によっては十分な輸送サ

ービスが提供されない場合もあり、公共の福祉を確保する観点から、従来、旧道路運送法第

８０条の規定に基づき、一定の要件を満たした場合については、ＮＰＯ等に対して自家用自

動車による有償運送の例外許可を行い、福祉輸送サービスの確保を図ってまいりました。 

 近年、過疎化の進行や少子高齢化の進展により、地域や都市の構造も大きく変化しつつあ

る中で、移動制約者の福祉輸送サービスに対するニーズも急増し、また多様化してきていま

す。 

このような中、ＮＰＯ等による福祉有償運送については、タクシー等による輸送サービス

を補完するものとして、移動制約者の輸送の確保のために、今後、さらに重要性が高まって

いくものと考えられています。 

 こうした状況を踏まえ、ＮＰＯ等による福祉有償運送がより一層安全・安心な輸送サービ

スとして提供されるよう、平成１８年１０月に施行された改正道路運送法により、新たに登

録制度として法律上の位置づけが明確化されました。 

 本書は、改正道路運送法における福祉有償運送制度の内容や考え方などについて、現在、

輸送サービスを行っている方や輸送サービスを検討されている方、地方公共団体の担当者、

利用者など、本制度の関係者の方々に広く理解いただけるよう、現行の関係通達を分かりや

すくとりまとめたものです。 

 本書が広く活用され、福祉有償運送制度に対する理解が社会に浸透し、福祉有償運送がよ

り一層安全・安心な輸送サービスとして普及・促進されていく一助になれば幸いです。 

 

 

        平成２０年３月 

 

 

国土交通省自動車交通局旅客課 
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Ⅰ．自家用有償旅客運送について 
 

１．概 要 

自動車を使用して有償で他人を運送する場合には、輸送の安全や旅客の利便を確保す

る観点から、原則として、バス、タクシー事業の許可が必要とされています。 

しかしながら、バス、タクシー事業によっては十分な輸送サービスが提供されず、地

域の交通や移動制約者の輸送が確保されていない場合においては、公共の福祉を確保す

る観点から、市町村バスやＮＰＯ法人等によるボランティア有償運送を認める、自家用

有償旅客運送の登録制度が創設されました。 

 

２．種 別 

自家用有償旅客運送の種別は、次のとおりです。 

 

（１）市町村運営有償運送 

① 交通空白輸送 市町村内の過疎地域等の交通空白地帯において、市町村自らが

当該市町村内の住民の運送を行うもの 

② 市町村福祉輸送 当該市町村の住民のうち、身体障害者、要介護者等であって、

市町村に会員登録を行った者に対して、市町村自らが原則として

ドア・ツー・ドアの個別輸送を行うもの 

（２）福祉有償運送   

 

ＮＰＯ法人等が要介護者や身体障害者等の会員に対して、実費の範囲内で、営利とは認

められない範囲の対価によって、乗車定員１１人未満の自動車を使用して、原則として

ドア・ツー・ドアの個別輸送を行うもの 

（３）過疎地有償運送   

 
ＮＰＯ法人等が過疎地域等において、当該地域の住民やその親族等の会員に対して、実

費の範囲内で、営利とは認められない範囲の対価によって運送を行うもの 

 

３．登録制度の概要 

 

（１）登録制度の創設 

   市町村バスやＮＰＯ等によるボランティア有償運送については、バス、タクシー事

業者によっては十分な輸送サービスが提供されない場合に、地域の足や移動制約者の

輸送を確保する重要性にかんがみ、公共の福祉を確保する観点から、従来、自家用自

動車による有償運送の例外許可を行ってきました。 

   近年、過疎化の進行や少子高齢化の進展により、生活交通の確保が大きな課題とな

り、また、ＳＴＳ（スペシャル・トランスポート・サービス）の需要が急増する中で、

今後、こうした輸送サービスは、バス、タクシー事業者によるサービスを補完するも

のとしてさらに重要になるものと考えられます。 

   このため、こうした輸送サービスがより一層安全・安心なものとして利用者に提供

されるよう、法律上の位置付けを明確化し、平成１８年に新たに登録制度が創設され

ました。 
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（２）登録の要件 

   登録の要件としては、バス、タクシー事業者によることが困難であり、地域住民の

生活に必要な輸送を確保するため必要であることについて、地方公共団体、バス、タ

クシー事業者又はその組織する団体、住民等地域の関係者が合意していること、輸送

の安全や旅客の利便の確保のために必要な措置を講ずると認められること等とされて

います。 

 

（３）登録の有効期間、登録の更新 

   市町村バスやＮＰＯ等によるボランティア有償運送は、他人を有償で運送するもの

である以上、輸送の安全や旅客の利便の確保に必要な措置が適切・継続的に講じられ

ていることやバス、タクシー事業者によることが困難であり、地域住民の生活に必要

な輸送を確保するため必要な場合に認められるものであることから、登録後の状況の

変化等を踏まえ、その必要性についても定期的にチェックする必要があります。 

   このため、登録の有効期間を原則２年とし、有効期間満了後も引き続きこうした運

送を行おうとする場合は、有効期間の更新の登録を受けなければならないこととされ

ています。 

 

（４）輸送の安全及び旅客の利便の確保 

 

① 市町村バスやＮＰＯ等によるボランティア有償運送は、他人を有償で運送するもの

である以上、輸送の安全や旅客の利便を確保することが必要不可欠であり、このため

に 低限必要なものとして、次の措置などを求めています。 

 

② また、輸送の安全や旅客の利便が確保されていないと認められる場合には、次の 

措置などを講ずるよう是正のための命令を行えることとされています。 

 

③ さらに、道路運送法等に違反した場合には、業務の全部又は一部の停止命令や登 

録の取消しを行えることとされています。

・ 運転者の乗務の管理その他の運行の管理を行うこと 

・ 実費の範囲内であること等の基準に従い、旅客から収受する対価を定め、これを公衆に

見やすいように掲示し、又はあらかじめ旅客に対し説明すること 

・ 自動車への表示その他の適切な情報の提供を行うこと 

・ 運行管理の方法を改善すること 

・ 路線又は運送の区域を変更すること 

・ 対価を変更すること 

・ 保険（共済）契約を締結すること 
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＜ 運 営 協 議 会 ＞ 

（市町村運営有償運送にあっては地域公共交通会議） 
 

地方公共団体（主宰者）、地方運輸局（又は支局）、利用者、地域
住民、輸送に関係する地域のボランティア団体、バス・タクシー等
関係公共交通機関（事業者団体を含む）等で構成 

 
関係者間で、自家用有償旅客運送の必要

性、対価等について合意 

地方公共団体に

よる実態把握と

フォローアップ 

（指導・助言） 

○運輸局・支局等による事後チェック 

事故の再発防止・利用者保護の確保 

事事故故等等をを運運輸輸局局等等
へへ報報告告  

運運輸輸局局等等のの監監査査  
行行政政処処分分等等  

登

録

の

更

新

 

《運送の対象》 

○ 過疎地・福祉有償運送の場合は、会員登録をしてい 

る者が対象 

《遵守事項等》 

○ 安全の確保・利用者利便の確保 
 ・ 運転者：基本は二種免許だが、認定講習を修了している 

場合等は、一種免許でも可 

 ・ 運行管理体制、整備管理体制、事故処理体制の整備 

 ・ 苦情処理体制の整備 

 ・ 損害賠償措置 等 
 
○ 運送の対価の説明 
 ・ 対価について掲示又は事前に説明（問題がある場合は変 

更命令） 
 
○ 白タク防止措置 
 ・ 団体名、自家用有償旅客運送である旨等を車体に表示 
 ・ 運転者証等の車内掲示 
 ・ 登録証の写しの携行・表示 

 

自 家 用 自 動 車 に よ る 有 償 運 送 が 可 能 に 

結
果
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

運輸支局等に申請 

登 録 

自 家 用 有 償 旅 客 運 送 の 概 要 
（改正道路運送法〔平成１８年１０月１日施行〕） 
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 【法第７８条第１号】 

 災害のため緊急を要する場合  

 
  【自家用有償運送】 
 

・市町村バス 

 

・金沢方式 

 (市町村による福祉輸送) 

 

・福祉有償運送 

 

・過疎地有償運送 

 

 

 

・スクールバス 

 (学校教育法等に限る) 

 

・訪問介護員等による 

 有償運送 

 
    【法第７８条第２号】 

  ・市町村運営有償運送 
交通空白輸送 

市町村福祉輸送 

  ・福祉有償運送 

 

  ・過疎地有償運送 

 
  【法第７８条第３号】 
 ・スクールバス 

  (学校教育法等に限る) 

 

 ・訪問介護員等による 

  有償運送 

 

旧旧８８００条条許許可可  改改正正法法にによよるる登登録録制制度度  

改改正正法法にによよるる許許可可制制度度  

改正道路運送法による自家用有償運送に係る 

取扱いについて 

災害のため緊急を要する場合 

旧旧８８００条条にによよるる有有償償運運送送  改改正正法法にによよるる有有償償運運送送  
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Ⅱ．福祉有償運送について 
 

１．概 要 

福祉有償運送は、タクシー等の公共交通機関によっては要介護者、身体障害者等に対

する十分な輸送サービスが確保できないと認められる場合に、ＮＰＯ、公益法人、社会

福祉法人等が、実費の範囲内であり、営利とは認められない範囲の対価によって、乗車

定員１１人未満の自家用自動車を使用して会員に対して行うドア・ツー・ドアの個別輸

送サービスをいい、この福祉有償運送を行う場合には、運輸支局長等（兵庫県にあって

は神戸運輸監理部長、沖縄県にあっては陸運事務所長を含む。以下「運輸支局長等」と

いう）の行う登録を受ける必要があります。 

 

２．登録の種類等 

登録の種類及び登録後に必要となる届出・報告には、次のものがあります。 

また、運輸支局長等の行う登録の標準処理期間は１か月となっています。 

なお、新規登録又は変更登録を受けたときは、登録免許税を納める必要があります。 

 

 【登録の種類】 

種 類 内    容 標準処理期間 登録免許税額 

登録（新規） 福祉有償運送を新たに行う場合 15,000 円

更 新 登 録 
登録の有効期間の満了後、引き続き福

祉有償運送を行う場合 
－ 

変 更 登 録 
運送の区域を増加させる場合又は過疎

地有償運送を追加する場合 

１か月 

3,000 円

 

 《留意事項》 

○ 運送の区域を合併後の市町村の範囲に拡大させる変更登録の場合には、登録免許税

は課税されません。 

 

 

【登録後の届出・報告】 

種 類 内    容 届出等の期限 

登録事項を変更した場合 

（変更登録を受ける必要がある場合を除く）
変更した日から３０日以内

届 出 

福祉有償運送の業務を廃止した場合 廃止した日から３０日以内

（輸送実績の報告） 

前年の４月１日から３月３１日までの期間

に係る福祉有償運送の輸送実績 

毎年、５月３１日まで 

報 告 

（事故の報告） 

死者又は重傷者を生じた自動車事故があっ

た場合など 

発生した日から３０日以内 

又は速報 

 

 

 

 



 

- 6 - 

３．登 録 

福祉有償運送を行おうとする場合は、運輸支局長等の行う登録を受けなければなりま

せん。 

また、登録の申請にあたっては、市町村等が主宰する「運営協議会」において、福祉

有償運送の必要性、運送の区域、旅客から収受する対価等について合意されていること

が必要です。 

 

（１）登録の申請 

登録の申請は、運送の区域の市町村を管轄する運輸支局等（兵庫県にあっては神戸

運輸監理部、沖縄県にあっては陸運事務所を含む。以下「運輸支局等」という）に行

います。 

   

 《留意事項》 

複数の市町村を運送の区域とする場合の申請先は、主たる事務所の所在地を管轄する

運輸支局等になります。 

 

① 登録の申請 

登録の申請は、次の事項を記載した申請書に添付書類を添えて、運輸支局等に行い

ます。 

 

 【申請書の内容・様式】 

内   容 様 式 

イ．申請者の名称及び住所、代表者の氏名 

ロ．自家用有償旅客運送の種別 

ハ．運送の区域 

ニ．事務所の名称及び位置 

ホ．事務所ごとに配置する自動車の種類ごとの数 

ヘ．運送しようとする旅客の範囲 

様式第 

１－１号

 

② 添付書類 

申請書の添付書類は、次のとおりです。 

  

【添付書類・様式】 

添付書類 具体的な書類 様 式 

イ．定款等の書類 
法人等の定款又は寄附行為、登記事項証明書、役
員名簿 － 

ロ．いわゆる欠格事由に該当し
ない旨を証する書類 

宣誓書 様式第２号

ハ．運営協議会において協議が
調っていることを証する書
類 

運営協議会が申請者に交付した運営協議会にお
いて協議が調っていることを証する書類 

様式第３号

ニ．自動車についての使用権原
を証する書類 

自動車検査証の写し、自動車の使用者との間で締
結された契約書の写し又は使用承諾書等 － 

ホ．自動車の運転者が必要な要
件を備えていることを証す
る書類 

運転者就任承諾書、運転免許証の写し、国土交通
大臣が認定する福祉有償運送運転者講習の修了
証の写し又は国土交通大臣が認める要件を備え
ていることを証する書類の写し 

様式第４号
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ヘ．福祉自動車以外の自動車を

使用して行う場合の運転者
その他の乗務員が必要な要
件を備えていることを証す
る書類 

介護福祉士の登録証の写し、国土交通大臣が認定
するセダン等運転者講習の修了証の写し又は国
土交通大臣が認める要件を備えていることを証
する書類の写し 

－ 

ト．運行管理の責任者及び運行
管理の体制を記載した書類 

運行管理の責任者の就任承諾書、運行管理の体制 
等を記載した書類 
５両以上の事務所の場合は、運行管理の責任者が 
運行管理者、運行管理者試験の受験資格を有する 
者、安全運転管理者の資格要件を備える者のいず
れかであることを証する書類 

様式第５号

様式第６号

チ．整備管理の責任者及び整備
管理の体制を記載した書類  

リ．事故が発生した場合の対応
に係る責任者及び連絡体制を
記載した書類  

自動車の整備管理の体制等を記載した書類 様式第６号

ヌ．旅客その他の者の生命、身
体又は財産の損害を賠償す
るための措置を講じている
ことを証する書類 

対人 8,000 万円以上、対物 200 万円以上の任意保
険等に加入又は加入する計画があることを証する
書類（契約申込書の写し、見積書の写し又は宣誓
書） 

様式第９号

ル．運送しようとする旅客の名
簿 

旅客の氏名、住所、運送を必要とする理由、その
他必要な事項 

参考様式第

イ又はロ号

 

 《留意事項》 

○ ロ．の「宣誓書」は、法人の代表者が他の役員を含めて宣誓することができます。

○ ニ．「自動車の使用者との間で締結された契約書の写し又は使用承諾書等」は、自

動車検査証の使用者が運送者と異なる場合に必要となります。 

 

（２）運送の実施主体 

福祉有償運送を行うことができるのは、ＮＰＯ法人のほか、公益法人、農業協同組

合、消費生活協同組合、医療法人、社会福祉法人、商工会議所、商工会です。 

 

 《留意事項》 

福祉有償運送は、採算性などの面からバス、タクシー事業者が参入しないような場合

に行われるものであり、また、輸送の安全や旅客の利便を確保するためには、運行管理

の体制や事故後の処理体制の整備などある程度組織的な基盤が必要と考えられるため、

運送主体は、ＮＰＯ法人等に限られています。 

 

（３）運送の区域 

運送の区域は、運営協議会の協議が調った市町村を単位とし、旅客の運送の発地又

は着地のいずれかが運送の区域内にあることが必要です。 

 

《留意事項》 

運営協議会が複数市町村の合同で主宰される場合又は都道府県によって主宰される場

合の運送の区域は、運営協議会の地域の全域ではなく、旅客の居住地及び目的地等から

見て合理的であり、かつ、運行管理が適切かつ確実に行われると認められる範囲となり

ます。 

 

（４）使用できる自動車の種類 

福祉有償運送で使用できる自動車の種類は、乗車定員１１人未満のもので、次のと

おりです。 
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種   類 形   状   等 

寝 台 車 車内に寝台（ストレッチャー）を固定する設備を有する自動車 

車 い す 車 車いすの利用者が車いすのまま車内に乗り込むことが可能なス

ロープ又はリフト付きの自動車 

兼 用 車 ストレッチャー及び車いすの双方に対応した自動車 

福
祉

自

動

車 回転シート車 回転シート（リフトアップシートを含む）を備える自動車 

セ ダ ン 等 自動車検査証の用途の欄が「貨物」の自動車以外の自動車 

 

 《留意事項》 

旅客の移動制約等の状況に応じた福祉自動車を保有する必要がありますが、透析患者、

精神障害者又は知的障害者のみを運送する等の場合は必要ありません。 

 

（５）旅客の範囲 

運送しようとする旅客の範囲は、次の者のうち、他人の介助によらずに移動するこ

とが困難であると認められ、かつ、単独でタクシー等の公共交通機関を利用すること

が困難な者であって、運送しようとする旅客の名簿に記載されている者及びその付添

人となります。 

 

① 身体障害者福祉法第４条に規定する身体障害者 

② 介護保険法第１９条第１項に規定する要介護認定を受けている者 

③ 介護保険法第１９条第２項に規定する要支援認定を受けている者 

④ その他肢体不自由、内部障害、知的障害、精神障害、その他の障害（発達障害、学

習障害を含む）を有する者 

 

 《留意事項》 

○ 旅客の名簿に記載されている者については、申請時に会員である必要はありません

が、運送する際には会員になっている必要があります。 

○ ③、④の者を運送の対象とする場合には、運営協議会において運送の対象とするこ

とが適当であることについて確認されることが必要です。 

○ 透析患者の透析のための輸送、知的障害者、精神障害者の施設送迎など、運送の態

様に基づいて運営協議会で必要性が認められた場合には、１回の運行で複数の旅客を

運送（複数乗車）することができます。 

 

（６）登録の実施 

   登録の有効期間は、登録の日から２年です。 

 

① 登録事項 

登録される事項は、次のとおりです。 

イ．名称及び住所、代表者の氏名 

ロ．自家用有償旅客運送の種別 

ハ．運送の区域 

ニ．事務所の名称及び位置 

ホ．自動車の種別ごとの数 

ヘ．旅客の範囲 

ト．登録年月日及び登録番号 
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② 登録番号の付与 

登録された場合は、自家用有償旅客運送者（以下「運送者」という）ごとに登録番

号の付与が行われます。  

登録番号は、登録の抹消が行われるまでの間、変更登録が行われ他の運輸支局等の

管轄に属することとなった場合でも、同一の番号により管理されます。 

 
 
【例】  
 関 東 福 第 ○○○○ 号 

                一連番号 

     有償運送の種別 福：福祉有償運送 

登録を行った運輸支局の頭１文字（例：東京運輸支局） 

 登録を行った運輸支局を管轄する運輸局の頭１文字（例：関東運輸局） 
      
注１．神戸運輸監理部兵庫陸運部の管轄にあるものは、頭２文字は「神兵」と表示されます。 

 ２．沖縄総合事務局にあっては、「沖」１文字の表示になり、陸運事務所の表示は行われません。

 

③ 登録の通知 

登録された場合は、運輸支局長等から運送者に対して登録の通知が行われます。登

録の通知は、通常、登録証（様式第７号）の交付によって行われます。 

 

④ 登録簿 

登録された場合は、登録簿を簿冊に調製し運輸支局等で縦覧に供されます。 

ただし、登録簿が電磁的記録で作成されているときには、記録された情報を端末表

示するなどの方法により提供されることがあります。 

 

⑤ 登録時の条件 

登録時には次のような条件が付されることがあります。 

 

イ．申請時において要件を備えていない運転者がいる場合には、要件が具備されるまで

運転者に運転させないこと 

ロ．複数乗車を行う場合において、旅客の輸送の安全の確保のため添乗者が必要と認め

られる場合には、適切な者を乗務させること 

 

《留意事項》 

登録時の条件は、地域の実情、申請内容などにより異なる場合があります。 

 

 

（７）登録の拒否 

登録の申請において、次の①～③のいずれかに該当する場合には、登録を拒否され

ます。 

この場合、登録拒否理由通知書（様式第８号）により通知されるとともに、運営協

議会を主宰した市町村等に対しても通知されます。 
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【登録の拒否要件】 

① 申請者又は申請する法人の役員が、次のいずれかに該当する者である場合 

 イ．１年以上の懲役又は禁錮の刑に処せられ、その執行が終わり、又は執行を受ける

ことがなくなった日から２年を経過していないとき 

 ロ．登録の取消しを受け、取消しの日から２年を経過していないとき 

 ハ．自家用有償旅客運送の業務に関し、成年者と同一の行為能力を有しない未成年者

又は成年被後見人である場合、その法定代理人がイ．又はロ．のいずれかに該当す

るとき 

② 運営協議会において、福祉有償運送が必要であることについて合意がないとき 

③ 申請する法人が、次のいずれかに該当する場合 

 イ．旅客の移動制約等の状況に対応するために必要な福祉自動車の保有がなされてい

ない場合（使用権原が申請者にない場合を含む） 

 ロ．要件を備える運転者の確保がなされていない場合及びセダン型等の車両を使用す

る場合にあっては、要件を備える運転者その他の乗務員が確保されていないと認め

られる場合 

 ハ．運行管理の責任者の選任及び運行管理体制の整備がなされていないと認められる

場合 

 ニ．整備管理の責任者の選任及び整備管理体制の整備がなされていないと認められる

場合 

 ホ．事故が発生した場合の対応に係る責任者の選任及び連絡体制の整備がなされてい

ないと認められる場合 

 ヘ．旅客その他の者の生命、身体又は財産の損害を賠償するための措置が講じられて

いないと認められる場合 

 

 

４．輸送の安全及び旅客の利便の確保 

運送者は、輸送の安全及び旅客の利便の確保のために必要な次の措置を講じなければ

なりません。 

 

（１）運転者の要件 

運送者は、自動車の種類に応じて、次の要件のいずれかを備える者でなければ、運

転をさせてはなりません。 

   

自動車の種類 運転者の要件 

イ． 第二種運転免許を受けており、その効力が停止されていない者

ロ． 第一種運転免許を受けており、かつ、その効力が過去２年以内

において停止されていない者であって、次の要件のいずれかを備

える者 

 ⅰ．国土交通大臣が認定する福祉有償運送運転者講習を修了して

いること 

① 福祉自動

車 

 ⅱ．（社）全国乗用自動車連合会、（財）全国福祉輸送サービス協

会及び（社）シルバーサービス振興会が行うケア輸送サービス従

事者研修を修了していること 
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福祉自動車を運転させる場合の要件に加えて、次の要件のいずれか

を備える者（又はいずれかの要件を備える者の乗務） 

イ．介護福祉士 

ロ．国土交通大臣が認定するセダン等運転者講習を修了していること

ハ．①ロ．ⅱ．の研修を修了していること 

② セダン型 

ニ．訪問介護員など 

   ＊ 国土交通大臣が認定した講習実施団体は、国土交通省ＨＰに掲載されています。 
http://www.mlit.go.jp/jidosha/sesaku/jigyo/jikayouyushoryokaku/zissikikan.pdf 

 

 《留意事項》 

○ 運転者の要件 

第一種運転免許保有者であって、「その効力が過去２年以内において停止されてい

ない者」の要件は、地域の実情に応じて、運営協議会において、２年以上に定めるこ

とができることとされています。 

○ 適性診断を受診しなければならない場合 

運送者は、登録後に、死者又は重傷者を生じた事故を惹起した運転者や運転免許停

止以上の処分を受けることとなった運転者について、独立行政法人自動車事故対策機

構等が実施する適性診断を受診させ、運転免許の停止が解除された後でなければ運転

を再開させてはなりません。 

○ 運転者の増、減員を行う場合には、運輸支局等への届出は必要ありません。しかし、

運転者の要件の確認など、運転者の管理をその都度適切に行う必要があります。 

 

（２）運行管理 

 

 ① 運行管理の責任者の選任等 

運送者は、運行管理の責任者の選任その他運行管理の体制の整備を行わなければな

りません。 

また、５両以上の自動車を運行管理する事務所にあっては、事務所毎に、次の要件

を備える運行管理の責任者を、自動車の数に応じて選任する必要があります。 

   

運行管理の責任者の要件 選任する人数 

国家資格たる運行管理者 39 両まで１人、以降 40 両毎に１人 

運行管理者試験の受験資格を有する者 

安全運転管理者の要件を備える者 
19 両まで１人、以降 20 両毎に１人 

 

《留意事項》 

○ 運行管理の責任者がやむを得ず不在となる場合は、あらかじめ運行管理を代行する

者を定めておき、適切に運行管理を行うことが必要です。 

○ 運行管理の責任者を追加、変更する場合は、必ず運送者による選任が必要となりま

すが、運輸支局等への届出は必要ありません。 

○ 運行管理者に係る要件以外で運行管理の責任者を選任する場合、安全運転管理者は、

５両以上の自動車の使用の本拠ごとに１名選任することとされているため、２０両以

上の自動車を運行管理する事務所の場合、安全運転管理者以外は、安全運転管理者の

要件を備える者又は運行管理者試験の受験資格を有する者で選任する必要がありま

す。 
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② 運行管理の責任者の業務 

   運行管理の責任者は、次の業務を行わなければなりません。 

 

イ．運転者の要件を備えない者に自動車を運転させないこと 

ロ．死者又は重傷者を生じた事故等を惹起した運転者や運転免許停止以上の処分を受け

ることとなった運転者に適性診断を受けさせること 

ハ．セダン型の自動車を使用して福祉有償運送を行う場合は、一定の要件を備える乗務

員の乗車なしに運転者の要件を備えない者に運転させないこと  

ニ．運転者に対する疾病、疲労、飲酒等の確認、運行の安全を確保するために必要な指

示の実施、その内容の記録、記録の１年間の保存 

ホ．運転者に対し乗務記録を作成させ、その記録を１年間保存すること 

ヘ．運転者台帳の作成及び事務所への据え置き 

ト．事故の記録を作成し、その記録を２年間保存すること 

チ．その他福祉有償運送自動車の運行の安全を確保するために必要な業務 

 

 

（３）安全な運転のための確認等及び乗務記録 

   

① 安全な運転のための確認等     

   運送者は、運転者に対して、疾病、疲労、飲酒等の確認、必要な指示を与え、運転

者ごとに確認を行った旨及び指示の内容を記録し、その記録（参考様式第ハ号）を１

年間保存しなければなりません。 

      

《留意事項》 

運転者に対する確認、指示は対面により行うよう努めることが必要です。 

 対面での確認が困難な場合は、電話により必要な確認・指示を確実に実施できる体制

を整備して実施することが必要です。  

 

② 乗務記録 

運送者は、運転者ごとに、次の事項を記録（参考様式第ニ号）させ、その記録を１

年間保存しなければなりません。 

 

イ．運転者の氏名 

ロ．乗務した自動車の登録番号 

ハ．乗務の開始及び終了の地点、日時、主な経過地点、乗務した距離 

ニ．事故又は異常な状態が発生した場合には、その概要、原因 

 

 

（４）運転者台帳及び運転者証 

 

① 運転者台帳 

運送者は、運転者ごとに、次の事項を記載した運転者台帳（参考様式第ホ号）を作

成し、事務所に備えて置かなければなりません。 
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イ．作成番号、作成年月日 

ロ．運送者の名称 

ハ．運転者の氏名、生年月日及び住所 

ニ．運転免許に関する次の事項 

 ⅰ．運転免許証の番号及び有効期間 

 ⅱ．運転免許の年月日及び種類 

 ⅲ．運転免許の条件 

ホ．運転者の要件に係る事項 

ヘ．事故を起こした場合又は道路交通法に基づく使用者に対する通知を受けた場合は、

その概要 

ト．運転者の健康状態 

 
《留意事項》 

運転者でなくなった場合には、運転者台帳にその年月日及び理由を記載し、２年間保

存しなければなりません。  

 

② 運転者証 

運送者は、次の事項を記載し運転者の写真を貼り付けた運転者証（参考様式第ヘ号）

を作成し、旅客に見やすいように表示し、又は自動車内に掲示しなければなりません。 

  

イ．作成番号、作成年月日 

ロ．運送者の名称 

ハ．運転者の氏名 

ニ．運転免許証の有効期限 

ホ．運転者の要件に係る事項 

 

《留意事項》 

運転者証は、車内のダッシュボード付近に掲示するか、必要事項を記載した身分証明

書（ＩＤカードを含む）を旅客に見やすいよう適切な方法により運転者に携行させるこ

とが必要です。 

 

（５）整備管理 

運送者は、自動車の点検及び整備を適切に実施するため、整備管理の責任者の選任

その他整備管理の体制の整備を行わなければなりません。 

     

  【自動車の点検の種類及び点検の時期】 

種   類 点 検 の 時 期 

日 常 点 検 １日１回、運行の開始前 

定 期 点 検 乗用車（３ナンバー・５ナンバー・７ナンバー）     １２か月ごと

「車いす移動車」など特種用途車（８ナンバー）    ６か月ごと

軽乗用車（５ナンバー）                          １２か月ごと

「車いす移動車」など軽特種用途車（８ナンバー）１２か月ごと
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《留意事項》 

整備管理の責任者については、特段の資格要件を求めていませんが、整備管理に関す

る知識を有していることが望まれます。 

 

（６）事故の場合の処置 

運送者は、事故が発生した場合に適切に対応するため、責任者の選任その他連絡体

制の整備を行わなければなりません。 

また、事故が発生した場合は、次の事項を記録（参考様式第ト号）し、その記録を

事務所に２年間保存しなければなりません。 

  

① 運転者の氏名 

② 自動車登録番号その他の自動車を識別できる表示 

③ 事故の発生日時 

④ 事故の発生場所 

⑤ 事故の当事者（運転者を除く）の氏名 

⑥ 事故の概要（損害の程度を含む） 

⑦ 事故の原因 

⑧ 再発防止対策 

 

（７）損害賠償措置 

運送者は、自動車の運行により生じた旅客その他の者の生命、身体又は財産の損害

を賠償するため、次の基準に適合する任意保険（共済を含む）の契約を締結している

ことが必要です。 

 

  【損害を賠償するための基準】 

① 対人賠償の限度額が１人につき、８，０００万円以上のもの 

② 対物賠償の限度額が１事故につき、２００万円以上のもの 

③ 運送者の法令違反が原因の事故について、補償が免責となっていないこと 

④ 保険期間中の保険金支払額に一定割合の負担額その他の制限がないこと 

⑤ すべての福祉有償運送自動車について契約を締結すること 

 

《留意事項》 

登録後に、基準で定める保険金限度額を減じるなどの変更契約や正当な理由のない解

約をしてはなりません。 

 

（８）自動車に関する表示等 
   
① 自動車に関する表示 

運送者は、自動車の両側面に、次の事項を記載した標章を表示しなければなりま

せん。 

 

イ．運送者の名称 

ロ．「有償運送車両」の文字 

ハ．登録番号 

文字は、ステッカー、マグネットシート又はペンキ

等による横書です。文字の大きさは、一文字の大きさ

が一辺５センチメートル以上です。 
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《留意事項》 

運送者の名称は、登録を受けた法人名を表示しなければなりません。 

 

② 登録証の携行  

運送者は、登録証の写しを自動車に備えて置かなければなりません。 

 

（９）旅客の名簿     

運送者は、旅客について、次の事項を記載した名簿（参考様式第イ号又は第ロ号）

を作成し、これを事務所に備え置かなければなりません。 

なお、旅客の名簿は、個人情報の保護の観点から適切に管理することが必要です。 

 

① 氏名 

② 住所 

③ 運送を必要とする理由 

④ その他必要な事項 

 

（10）苦情処理体制 

運送者は、苦情処理の体制（様式第６号）を整備し、旅客に対する取扱いその他福

祉有償運送に関して苦情を申し出た者に対して、遅滞なく、弁明しなければなりませ

ん。 

また、苦情の申し出を受け付けた場合には、次の事項を記録（参考様式第チ号）し、

かつ、その記録を１年間保存しなければなりません。 

 

① 苦情の内容 

② 原因究明の結果 

③ 苦情に対する弁明の内容 

④ 改善措置 

⑤ 苦情処理を担当した者 

 
 
５．有効期間の更新の登録 

運送者は、登録の有効期間満了後、引き続き福祉有償運送を行おうとする場合には、

運輸支局長等の行う有効期間の更新登録を受けなければなりません。 

また、この場合にも、運営協議会で福祉有償運送の必要性等について合意されること

が必要です。 

 

（１）更新登録の有効期間 

更新登録の有効期間は、有効期間の満了日の翌日から２年となります。 

ただし、次のいずれにも該当するときは、３年となります。 

 

① 福祉有償運送の業務について、是正のための命令を受けていないこと 

② 福祉有償運送自動車が重大事故等を引き起こしていないこと 

③ 業務の全部又は一部の停止命令を受けていないこと 
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（２）更新登録の申請 

 

① 更新登録の申請 

更新登録の申請は、次の事項を記載した申請書に添付書類を添えて、登録の申請と

同様に、運輸支局等に行います。 

この場合、有効期間の満了する日の２か月前から申請の受付が行われます。 

 

【申請書の内容・様式】 

内    容 様 式 

イ．名称及び住所並びに代表者名 

ロ．登録番号 

ハ．自家用有償旅客運送の種別 

ニ．運送の区域 

ホ．事務所の名称及び位置 

ヘ．事務所ごとに配置する自動車の種類ごとの数 

ト．運送しようとする旅客の範囲 

様式第 

１－２号 

 

② 添付書類 

更新登録の申請書の添付書類は、登録の申請の際の添付書類（６頁参照）及び登録

証となります。 

 

《留意事項》 

○ 複数の運送の区域を有する運送者が更新登録を行う場合には、それぞれの運送の区

域における運営協議会の合意が必要です。 

○ 運営協議会で有効期間の更新についての協議を行っているにもかかわらず、有効期

間の満了する日までに協議が調わない場合には、運送者は協議が調っていることを証

する書類を添付せずに更新登録の申請を行うことができます。この場合、協議が調っ

ていることを証する書類の提出がなされるまでの間、更新登録の可否についての判断

が留保されます。 

○ 有効期間が満了した後の更新登録の申請は、災害等によりやむを得ない場合を除き、

行うことができません。 

 

（３）更新登録の実施 

更新登録は、新規登録の場合に準じて審査が行われ、登録の拒否に該当する場合を

除き、更新登録が行われます。 

 

《留意事項》 

更新登録にあたっては、行政への報告及び添付書類並びに運営協議会からの報告等に

より業務の実施状況、法令違反、輸送の安全の確保命令その他の行政処分の有無等につ

いて審査されます。 

 
６．変更登録 

運送者は、次の事項について変更する場合は、運輸支局長等の行う変更登録を受けな

ければなりません。この場合、運営協議会において、福祉有償運送の必要性等について

合意されることが必要です。 
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① 運送の区域（増加する場合に限る） 

② 運送の種別（増加する場合に限る） 

 

《留意事項》 

○ 登録後に市町村合併が行われた場合であっても、運送の区域は、合併前の旧市町村

の範囲となります。 

○ 運送の区域を合併後の市町村の範囲に拡大する場合には、合併後の市町村が主宰す

る運営協議会の協議を経て、変更登録を受ける必要があります。 

 

 

（１）変更登録の申請 

 

① 変更登録の申請 

変更登録の申請は、次の事項を記載した申請書に添付書類を添えて、運輸支局等に

行います。 

また、運送の区域の拡大に伴い他の運輸支局等の管轄にも属することとなる場合は、

新たに管轄となる運輸支局等に行います。 

 

【申請書の内容・様式】  

内    容 様 式 

イ．名称及び住所並びに代表者の氏名 

ロ．登録番号 

ハ．自家用有償旅客運送の種別 

ニ．変更しようとする事項及び変更予定期日 

様式第 

１－３号 

 

② 添付書類 

変更登録の申請書の添付書類は、次のとおりです。 

  

 【添付書類・様式】 

内    容 様 式 

イ．登録の申請時に添付した書類のうち、登録事項の変更に伴い内容が変

更されるもの 
－ 

ロ．運営協議会において協議が調っていることを証する書類 様式第３号 

ハ．登録証 様式第７号 

 

 

（２）変更登録の実施 

変更登録は、新規登録に準じて審査が行われ、登録の拒否に該当する場合を除き、

変更登録が行われます。 

 

《留意事項》 

変更登録の場合、登録の有効期間は更新されません。 
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７．軽微な事項の変更 

運送者は、次の事項を変更したときは、３０日以内に運輸支局長等に変更の届出を行

うことが必要です。 

  

① 名称及び住所並びに代表者の氏名 

② 自家用有償旅客運送の種別（減少する場合に限る） 

③ 運送の区域（減少する場合に限る） 

④ 事務所の名称及び位置 

⑤ 事務所ごとに配置する自家用有償運送自動車の種類ごとの数 

⑥ 運送しようとする旅客の範囲 

 

《留意事項》 

○ 身体障害者のみを運送していた運送者が新たに要介護者を運送することとなる場合

など、旅客の範囲が追加や変更となる場合には、届出が必要です。 

○ 運送しようとする旅客の数を変更する場合は、届出の必要はありません。 

○ 同じ種類の自動車を入れ替える場合など、種類ごとの数に変更がない場合は、届出

の必要はありません。 

 

（１）軽微な事項の変更 

 

① 軽微な事項の変更の届出 

軽微な事項の変更の届出は、次の事項を記載した届出書に添付書類を添えて、運輸

支局長等に行います。 

 

【届出書の内容・様式】  

内    容 様 式 

イ．名称及び住所並びに代表者の氏名 

ロ．登録番号 

ハ．自家用有償旅客運送の種別 

ニ．変更した事項 

様式第 

１－４号 

 

② 添付書類 

軽微な事項の変更の届出書の添付書類は、次のとおりです。 

 

 【添付書類・様式】 

内     容 様 式 

イ．登録の申請時に添付した書類のうち、登録事項の変更に伴い内容が

変更されたもの 
－ 

ロ．登録証 様式第７号 

ハ．事務所ごとの配置車両数が５両以上となった場合は、運行管理の体

制を記載した書類及び運行管理の責任者の要件を備えていることを証

する書類 

様式第５号 

様式第６号 

 

（２）軽微な事項の変更登録の実施 

   軽微な事項の変更の届出があった場合は、届出に基づき登録が行われます。 
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８．業務の停止及び登録の取消し 

運送者が、道路運送法や登録に付された条件等に違反したときは、６か月以内の期間

を定めて業務の全部若しくは一部の停止又は登録を取り消されることがあります。 

また、運送者に対して、警告、業務の停止又は登録の取消しが行われた場合は、違反

事実、行政処分等の内容について、運営協議会の主宰者に通知されます。 

（Ⅵ．監査、処分、命令について（２９頁参照）） 

 

９．登録の抹消 

登録の抹消は、次の場合に行われます。 

 

① 登録の有効期間が満了したとき 

② 廃止の届出があったとき 

③ 登録が取消しとなったとき 

 

（１）登録の抹消時の措置 

登録が抹消された場合は、運送者の名称等を公示、インターネットなどにより公表

し、運営協議会の主宰者に通知されます。 

 

（２）登録証の返納 

運送者は、登録が抹消された場合は、登録証を登録簿のある運輸支局長等に返納し

なければなりません。 

また、登録証の返納までの間、登録証を適切に管理しなければなりません。 
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Ⅲ．対価について 
 
１．概 要 

  運送者は、業務の開始前に、旅客から収受する対価を定め、あらかじめ、旅客に対して

書面の提示など適切な方法で説明しなければなりません。これを変更するときも同様です。 

 
２．対価の基準等 
  対価の基準は、①旅客の運送に要する燃料費その他の費用を勘案して実費の範囲内で

あると認められること、②合理的な方法により定められ、かつ、旅客にとって明確であ

ること、③当該地域におけるタクシーの運賃及び料金を勘案して、営利を目的としない

妥当な範囲内であり、かつ、運営協議会において協議が調っていることが必要とされて

います。対価の範囲等については、次のとおりです。 

 

（１）対価の範囲 

対価は、運送サービスの提供に対するもの及び運送サービスに伴って行われる役務

の提供や施設の利用料について利用者の負担を求めるもので、その範囲は次のとおり

です。 

 

① 運送の対価 運送サービスの利用に対する対価 

運送サービスと連続して、若しくは一体として提供される役務の利

用又は設備の利用に対する対価であって、次のようなものが考えられ

ます。 

イ．迎車回送料金 旅客の要請により乗車地点まで車両を回送

する場合に適用する料金 

ロ．待機料金 旅客の都合により車両を待機させた場合に

適用する料金 

② 運送の対価 

以外の対価 

ハ．その他の料金 介助料、添乗料、ストレッチャー、車いす使

用料等の設備使用料など 

 

（２）対価の設定方法 
 
① 運送の対価 

運送の対価は、原則として、次の中から選択します。 

ただし、これらのいずれにもより難い場合には、運営協議会の合意に基づき、地域

の実情に応じた運送の対価の設定を行うことができます。 

 
イ．距離制 原則として、旅客の乗車した地点から降車した地点までの走行距離に応

じて対価を設定するもので、初乗りに係る対価と加算に係る対価を定める

もの 

ロ．時間制 旅客の指定した場所に到着した時から旅客の運送を終了するまでに要し

た時間により運送の対価を定めるもので、初乗りに係る対価と加算に係る

対価を定めるもの 

ハ．定額制 旅客の運送に要した時間及び距離によらず、１回の利用ごとの対価を定

めるもの又はあらかじめ利用者の利用区間ごとの対価を定めるもの 
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② 運送の対価以外の対価 
運送の対価以外の対価を設定する場合には、それぞれの対価の額及びそれを適用す

る場合の基準を明確に定めることが必要です。 

 

 《留意事項》 

 《留意事項》 

会員となったときの入会金、年会費、月会費など、団体の活動の維持・運営に当てられ

る会費等は、原則として、対価に含まれません。 

 

（３）対価の設定の考え方 

対価の設定の考え方は、次のとおりです。 

 
① 対価の水準 

  対価の水準は、次の基準を目安とします。 

 

イ．運送の対価は、タクシーの上限運賃の概ね１／２の範囲内であること 

ロ．運送の対価以外の対価は、実費の範囲内であること 

ハ．均一制など定額制による運送の対価については、近距離利用者の負担が過重となる

など、利用者間の公平を失するような対価の設定となっていないこと 

ニ．距離制又は時間制で定め、車庫を出発した時点からの走行距離を基に対価を算定し

ようとする場合は、当該旅客をタクシーが運送した場合の実車運賃の額に迎車回送料

金を加えた合計額と比較して、概ね１／２の範囲内であること 

ただし、この場合は、迎車回送料金を併せて徴収してはなりません。 

 

 《留意事項》 

○ 登録後の実績に基づき、平均実車キロを算出することができる運送者にあっては、

当該平均実車キロを乗車した場合のタクシーの上限運賃を基準として、イ．ハ．ニ．

の考え方を適用することができます。 

○ 運送の対価を、運送の対価以外の名目で収受することにより、運送の対価をイ．の

水準に抑えるなどの操作は認められません。 
 

② 対価の適用方法 

  対価の適用方法は、次のとおりです。 

 

イ．時間制及び距離制の双方を定めることは差し支えありませんが、それぞれの適用方法

について明確に基準が設けられており、あらかじめ、旅客に対して適用する対価につい

て説明する必要があります。 

ロ．運送の対価は、１個の契約により乗車定員１１人未満の自動車を貸し切って旅客を運

送する場合のもので、ハ．の複数乗車の場合を除き、旅客数に応じた対価を収受するこ

とはできません。 

ハ．複数乗車の対価は、次のいずれかにより定めます。 

 ⅰ. 個々の旅客から収受する対価が明確に定められており、かつ、自動車の乗車定員

を 大限利用した場合の対価の総額が、同一距離又は時間を運行した場合のタクシ

ーの運賃の額と比較して、概ね１／２の範囲内にあると認められる。 

 ⅱ. 平均乗車人員が算出できる場合には、平均乗車人員で運行した場合の対価の総額

が、同一距離又は時間を運行した場合におけるタクシーの運賃の額と比較して、概

ね１／２の範囲内にあると認められる。 
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ニ．運送の対価以外の対価は、旅客が利用した設備又は提供された役務の種類ごとに金額

を明記します。 

 
 《留意事項》 

タクシーの運賃の半額等、必要以上に対価が安いことを煽って会員等の募集を行って

はなりません。 
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Ⅳ．運営協議会について 
 
１．目 的 

  運営協議会は、福祉有償運送の必要性、旅客から収受する対価その他の福祉有償運送

を行うために必要となる事項について、地域の関係者が集まり協議する場です。 

    また、運営協議会は、移動制約者に必要な輸送を確保し、地域福祉の向上に寄与する

よう運送者に必要な指導・助言を行うよう努めるものとします。 

 
２．設置及び運営 

運営協議会の設置及び運営については、次のとおりです。 

 

（１）設置単位 運営協議会は、原則として１つの市町村（特別区を含む）を単位と

して設置します。 

ただし、地域の経済的な繋がりや交通ネットワークの状況等により、

複数の市町村又は都道府県単位で設置することも可能です。都道府県

単位で運営協議会を設置するときは、区域をブロックに分割し、分科

会形式などにより開催することが望まれます。 

（２）主宰者 運営協議会は、地方公共団体の長が主宰します。また、複数市町村

が合同で主宰する場合及び都道府県が主宰する場合は、それぞれ担当

の窓口を定めるとともに、重要な事項については協議により決定する

など、緊密な連携と適切な役割分担のもと円滑な運営が確保されるよ

う努めます。 

（３）会 長 運営協議会の会長は、地方公共団体の職員でなく、構成員の中から

互選により選任することもできます。 

また、運営協議会の要綱に定めることによって、副会長等の役員を

置くことや委員の任期を定めることができます。 

（４）公 表 運営協議会を設置した市町村等は、その旨を公表します。 

（５）公 開 運営協議会は原則として公開とします。ただし、議事概要を公開す

ることにより、公開に代えることができます。 

（６）幹事会 運営協議会は、必要と認める場合には、運営協議会の下に幹事会を

置くことができます。 

幹事会は、申請内容の事前審査、運営協議会の円滑な運営のための

方法を審査し、幹事会において審査した事項は、運営協議会に報告し

ます。 

 

３．協議を行うに当たっての具体的指針 
運営協議会においては、次の事項について具体的な協議を行います。 

  また、協議が調った事項を変更しようとする場合も同様です。 
 
（１）福祉有償運送の必要性 

福祉有償運送は、タクシー等の公共交通機関によっては、移動制約者に対する十分

な輸送サービスの確保が困難であると認められる場合に、それらを補完するための手

段として、当該地域における必要性が認められるものでなければなりません。 
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《留意事項》 

○ 福祉有償運送の必要性が認められる場合とは、次のものが考えられます。 

 ① タクシー事業者等による福祉輸送サービスが提供されていないか、直ちに提供され

る可能性が低い場合 

 ② タクシー事業者等は存在するものの移動制約者の需要量に対して供給量が不足し

ていると認められる場合 

○ 必要性について協議・判断するための資料としては、次のものが考えられます。 

 ① 要介護者、身体障害者等の移動制約者の状況 

 ② タクシー、福祉タクシーの台数及び公共交通機関が行う移動制約者の輸送の状況

（今後の予定を含む） 

 ③ 福祉タクシー券の利用状況 

 ④ ＮＰＯ等による移動制約者に対する輸送サービスの活動状況 

 ⑤ その他、必要と認められる資料 

 

（２）運送の区域 

運送の区域は、市町村を単位とし、旅客の乗車場所又は到着場所のいずれかが運送

の区域内にあることが必要です。 

   また、市町村の区域を超えて運送の区域を設定する場合は、移動制約者のニーズに

かなっていることや運行管理が適切かつ確実に行われると認められる範囲であること

が必要になります。 
 
（３）旅客から収受する対価 

   旅客から収受する対価は、適切な実費に基づく営利に至らない範囲で定められてい

ることが必要になります。（Ⅲ．対価について（２０頁参照）） 

 

（４）旅客の範囲 

運送しようとする旅客の範囲は、次の者及びその付添人に限られています。 

 

 他人の介助によらずに移動することが困難であると認められ、単独でタクシー等を利

用することが困難な次の者であって、旅客の名簿に記載されている運送者の会員（予定

者を含む） 

① 身体障害者福祉法第４条に規定する身体障害者 

② 介護保険法第１９条第１項に規定する要介護認定を受けている者 

③ 介護保険法第１９条第２項に規定する要支援認定を受けている者 

④ その他肢体不自由、内部障害、知的障害、精神障害、その他の障害（発達障害、学

習障害を含む）を有する者 

 

《留意事項》 

○ 福祉有償運送は、ドア・ツー・ドアによる個別輸送が原則ですが、運営協議会でそ

の必要性が認められた場合には、透析患者の透析のための輸送等について、１回の運

行で複数の会員の運送（複数乗車）を行うことができます。 

○ この場合、旅客から収受する対価が基準を満たしていることについて、運営協議会

で協議しなければなりません。 

○ また、輸送の安全を確保するために必要と認められるときは、添乗者を同乗させるこ

と、福祉自動車を使用する場合にはそれぞれの旅客に応じた車いす固定装置を装備させ

ることなど、輸送の安全及び旅客の利便の確保のために必要な措置を講ずることを求め

ることができます。 
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○ ③及び④の者を運送の対象とする場合には、運営協議会において妥当性等の確認を

行う必要がありますが、その確認については、次の方法などが考えられます。 

イ．申請者に具体的な身体状況等の説明を求める。 

ロ．身体状況について、運営協議会の事務局が申請者や介護支援専門員等からあらか

じめ意見を聴取した上でその内容を運営協議会に報告する。 

ハ．運営協議会の下に判定委員会を設け、判定委員会において運送の対象とすること

の適否を審査する。 

 

（５）その他必要と認められる措置 

運営協議会は、必要に応じ、次の事項について、要件が確保されているかどうか等

について、申請者から説明を求め、確認を行うこととします。 

 

① 福祉有償運送に使用する自動車の種類ごとの数 

② 運転者の要件 

③ 損害賠償措置 

④ 運行管理の体制 

⑤ 整備管理の体制 

⑥ 事故時の連絡体制 

⑦ 苦情処理体制 

⑧ その他必要な事項 

 

 《留意事項》 

主宰者は、申請者に対し、協議・判断に必要な資料の提出を求めることができます。

 

４．構成員 
  運営協議会は、次の者で構成されます。 

  

① 市町村又は都道府県（主宰者） 

② タクシー事業者及びタクシー協会 

③ 住民又は旅客 

④ 運輸支局 

⑤ タクシー運転者の労働組合 

⑥ 現に福祉有償運送を行っているＮＰＯ等 

⑦ 学識経験者等（主宰者の判断により参加します） 

 
 《留意事項》 

○ 構成員を選任又は変更する場合は、公正・中立な運営が行われるよう、構成員のバ

ランスに留意し、特定の者に偏らないよう配慮することとします。 

○ 申請者に対しては、次のいずれかの方法により、運送する旅客の範囲、対価、運送

の頻度等の有償運送の活動内容等について確認することとします。 

① 主宰者が事前に意見の聴取を行う。 

② 運営協議会に申請者を参加させ意見を述べさせる。 

○ 申請者は、自らの申請に係る運送の可否の議決に加わることはできません。 
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５．合 意 
 
（１）合意の方法 

運営協議会で協議が調った場合に、運営協議会の合意があったものとみなされます。 

運営協議会の協議にあたっては、公正・中立な運営を確保するため、構成員のバラ

ンスに配慮して委員の選任を行うとともに、関係者間のコンセンサスの形成をめざし

て、十分に議論を尽くして行うことが必要です。 
 

 《留意事項》 

 議決の方法については、全会一致、多数決、出席者の２／３以上の賛成などが考えら

れますが、あらかじめ運営協議会の設置要綱に定めておく必要があります。 

 
（２）合意を必要とする事項 
   運営協議会における合意を必要とする事項は、次のとおりです。 
  

① 福祉有償運送が必要であること 

② 更新登録を行う場合には、引き続き、福祉有償運送が必要であること 

③ 変更登録を行う場合には、その必要性があること 

④ 旅客から収受する対価（変更しようとする場合も同様） 

 
《留意事項》 

協議が調った場合には、運営協議会は「運営協議会において協議が調ったことを証す

る書類」を申請者に交付します。 

 
（３）合意を解除する場合 

合意の解除については、解除しようとするに至った事実及び理由を示して協議を行

うものとします。この場合、運送者に業務改善又は弁明の機会を付与するなど、可能

な限り手続き上の透明性に配慮するものとします。 
 
６．登録実施後の主宰者の役割 

登録実施後の主宰者の役割は、次のとおりです。 
 
(１)連絡窓口

の整備 

福祉有償運送に係る相談、違反時の通報連絡体制、事故時の対応、そ

の他利用者等からの苦情等に対応するため、連絡窓口を整備すること。

(２)苦情等の

周知・指導 

利用者等からの苦情及び通報、事故、その他の連絡を受けた場合には、

運送者の適切な運営を確保するため、運営協議会の構成員に当該事実を

通知するとともに、運営協議会において対応を協議し必要な指導を行う

ことができます。 

(３)運輸支局

等との連携 

運営協議会において必要な指導を行ったにもかかわらず運送者がこ

れに従わない場合、運営協議会において協議が調った事項に相違して運

送を行っているとの通報があった場合、利用者からの苦情等のうち悪質

と思われるものや死亡事故等の重大事故の発生等の連絡を受けた場合

には、運輸支局等に連絡を行う等、相互に緊密な連携を図り対応を協議

すること。 

(４)不利益処

分の周知・対

応 

運輸支局長等から、業務の停止又は登録の取消等、行政処分に係る通

知を受理した場合は、構成員に周知するとともに、必要に応じ運営協議

会を開催する等適切な対応を実施すること。 
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Ⅴ．報告について 
 
１．輸送実績の報告 

運送者は、前年の４月１日から３月３１日までの輸送実績等を記載した輸送実績報告書

（６２頁参照）を、毎年５月３１日までに運輸支局等に提出しなければなりません。 

 
【輸送実績報告書の提出】 

提 出 時 期 毎年、５月３１日まで 

提 出 部 数 １部 

提 出 先 運送の区域を管轄する運輸支局等。なお、複数の市町村を運送の区域と

する場合は、主たる事務所の所在地を管轄する運輸支局等 

 
 
２．事故の報告 
 
（１）自動車事故報告書 

運送者は、福祉有償運送自動車に次の事故があった場合は、３０日以内に、自動車事

故報告書（６３頁参照）を運輸支局等に提出しなければなりません。 

 
【報告を要する事故】 

① 自動車が転覆、転落、火災を起こし、又は踏切において鉄道車両と衝突若しくは接触し

たもの 

② 死者又は重傷者（自動車損害賠償保障法施行令第５条第２号又は第３号に掲げる傷害を

受けた者）を生じたもの 

③ 自動車に積載された危険物等の全部若しくは一部が飛散し、又は漏えいしたもの 

④ 操縦装置又は乗降口の扉を開閉する操作装置の不適切な操作により、旅客に自動車損害

賠償保障法施行令第５条第４号に掲げる傷害が生じたもの 

⑤ 自動車の装置の故障により、自動車の運行ができなくなったもの 

⑥ 自動車事故の発生の防止を図るため国土交通大臣が特に必要と認めて報告を指示し

たもの 

 

 

  【自動車事故報告書の提出】 

報 告 部 数 ３部 

提 出 先 自動車の使用の本拠の位置を管轄する運輸支局等 
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 《留意事項》 

自動車損害賠償保障法施行令第５条各号の障害は、次のとおりです。 

第２号 

  イ．脊柱の骨折で脊髄を損傷したと認められる症状を有するもの 

ロ．上腕又は前腕の骨折で合併症を有するもの 

ハ．大腿又は下腿の骨折 

ニ．内臓の破裂で腹膜炎を併発したもの 

ホ．１４日以上病院に入院することを要する傷害で、医師の治療を要する期間が

３０日以上のもの 

第３号 

  イ．脊柱の骨折 

ロ．上腕又は前腕の骨折 

ハ．内臓の破裂 

ニ．病院に入院することを要する傷害で、医師の治療を要する期間が３０日以上

のもの 

ホ．１４日以上病院に入院することを要する傷害 

第４号 

１１日以上医師の治療を要する傷害（第２号イ．からホ．まで及び第３号イ．か

らホ．までの傷害を除く） 

 

（２）速 報 

運送者は、（１）の報告を要する事故のうち、①に該当する事故であり、かつ、②又

は③に該当する事故があったときは、次のとおり運輸支局等に速報しなければなりませ

ん。 

 

速 報 方 法 電話、電報その他適当な方法による 

速 報 時 期 事故発生から２４時間以内 

速 報 内 容 事故の概要 

速 報 先 自動車の使用の本拠の位置を管轄する運輸支局等 
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Ⅵ．監査、行政処分、命令について 
 
 
１．監 査 

運送者に対して行われる国土交通省の監査には、次の２種類があります。 

 

区 分 特 別 監 査 一 般 監 査 

監 査 の 対 象 ①  運転者が第一当事者と推定さ

れる死亡事故及び悪質違反を伴

う事故など社会的に影響の大き

な事故を引き起こした運送者 

② 運転者が悪質違反を犯した運

送者 

③ 業務の改善について呼び出し

出頭及び改善状況について報告

を課されたにも関わらず、出頭を

拒否した運送者、報告を行わない

運送者又は報告内容が履行され

ず業務の改善が認められない者 

④ 上記改善報告を行ったものの、

その後、１年間さらに違反を繰り

返す運送者 

① 事故、苦情又は法令違反が多い

と認められる運送者 

② 監査の結果、業務の改善状況に

ついて報告を課された運送者 

③ その他特に必要と認められる

運送者 

監査の実施方

法 

原則として無通告で運送者の事

務所において実施 

原則として運送者を運輸局等に

呼び出して実施（運送者の事務所に

おいて実施される場合もあります）

 
 《留意事項》 

○ 第一当事者とは、 初に事故に関与した車両等の運転者のうち、当該事故における

過失が も重い者をいいます。ただし、過失が同程度である場合には人身損害の程度

が軽い者をいいます。 

○ 悪質違反とは、酒酔い運転、酒気帯び運転、過労運転、薬物等使用運転、無免許運

転、無車検（無保険）運行及び救護義務違反（ひき逃げ）をいいます。 

○ 監査の結果、業務改善状況について報告を課された運送者に対する一般監査は、行

政処分等を行った日から原則として３か月以内に改善報告書及び関係帳票類を持参さ

せて運輸局等において実施します。 
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２．監査の重点事項 
  一般監査については、次の事項のうち、必要な項目を選択して実施します。 

 

① 施設の遵守状況 

イ．路線又は運送の区域   

ロ．事務所 

 

 

ハ．自動車の数 

ニ．車体表示  

ホ．自動車への登録証の備え付け 

 ② 対価の収受状況 

 ③ 損害賠償責任保険（共済）の加入状況 

 ④ 運行管理の実施状況 

イ．運行管理の体制整備（運行管理の責任者の選任、運行管理に係る規制の遵守） 

ロ．運転者の健康状態の把握、疾病・疲労・飲酒等のある運転者の乗務禁止 

ハ．安全な運転のための確認の実施・記録、記録の保存、乗務の記録・保存 

ニ．運転者の要件に係る規制の遵守 

ホ．運転者台帳の作成・保存、運転者証の携行、運転者証の表示 

 

へ．事故の記録・保存、事故の報告、事故防止対策の実施 

 ⑤ 点検整備の実施状況 

 

 ⑥ 前回実施された監査等において改善を指示された事項の改善状況 

 
３．行政処分 

  運送者が関係法令に違反した事実が確認された場合は、行政処分が行われます。 

行政処分には、次の２種類があります。なお、この他、警告があります。 

 
（１）業務の停止 
   業務の停止は、次のいずれかに該当することとなった場合に、原則として、違反行為

に係る事務所に対して、期間を定めて行われます。 

 
 【違反事項及び処分期間】 

違 反 事 項 処 分 期 間

① 輸送の安全確保命令又は旅客の利便確保命令を受けたにも関わらず、

その命令に従わなかった場合 

② 事務所への立ち入り検査の拒否等をした場合 

７日間

③ 一般乗用旅客自動車運送事業又は特定旅客自動車運送事業を無許可で

行った場合 
３０日間
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（２）登録の取消し 

登録の取消しは、次のいずれかに該当することとなった場合に行われます。 

 

① 業務の停止命令を受けたにも関わらず、その命令に従わなかった場合 

② 輸送の安全確保命令又は旅客の利便確保命令に従わず行政処分を受けた運送者が、行

政処分を受けた日から３年以内に同じ命令を受け、かつ、その命令に従わなかった場合

③ 一般乗用旅客自動車運送事業又は特定旅客自動車運送事業を無許可で行って行政処分

を受けた運送者が、当該行政処分を受けた日から３年以内に更に違反した場合 

④ 事務所への立ち入り検査の拒否等をして行政処分を受けた運送者が、行政処分を受け

た日から３年以内に更に違反をした場合 

⑤ 運送者が次のいずれかに該当しないこととなった場合 

イ．ＮＰＯ法人 

ロ．公益法人 

 

ハ．農業協同組合 

ニ．消費生活協同組合 

ホ．医療法人  

ヘ．社会福祉法人 

 ト．商工会議所 

 チ．商工会 

⑥ 役員が１年以上の懲役又は禁錮刑に処せられた場合 

⑦ 輸送の安全及び旅客の利便の確保のために必要な措置が講じられていないと認めら

れることとなった場合 

⑧ 不正の手段により、登録（更新登録、変更登録を含む）を受けたことが判明した場合

⑨ 運営協議会による合意が解除された場合 

 

 《留意事項》 

輸送の安全の確保とは、十分な輸送施設の保有、運転者の確保、運行管理の体制の整

備などをいい、旅客の利便の確保とは、車体表示、車内掲示、旅客から収受する対価な

どについての適切な取扱いをいいます。 

 

 

４．命 令 
運送者の業務について、輸送の安全又は旅客の利便が確保されていないと認められる場

合には、その是正のために必要な次の措置を講ずべきことの命令が発動されます。 

 
（１）是正措置 

是正措置には、次の措置などがあります。 

 

① 運行管理の方法を改善すること 

② 路線又は運送の区域を変更すること 

③ 対価を変更すること 

④ 保険（共済）契約を締結すること 
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（２）発動基準 

命令の種類ごとの発動基準は、次のとおりです。 

 

① 輸送の安全確保命令 
次のいずれかに該当することとなった場合に発動されます。 

 
イ．輸送の安全確保に関する違反を伴い、次の事故を引き起こした場合 

ⅰ．死者又は重傷者を生じた事故  
ⅱ．２０人以上の軽傷者を生じた事故 

ロ．輸送の安全確保に関する違反を伴い、運転者が過労運転、酒酔い運転、酒気帯び運転、

薬物等使用運転、無免許運転、大型自動車等無資格運転、救護義務違反（ひき逃げ）を

引き起こした場合 

ハ．輸送の安全確保に関する違反の内容が、社会的影響のある悪質なものであると認めら

れた場合 

ニ．輸送の安全確保に関する行政処分等を受けた日から３年以内に同一事務所において更

に当該事項に違反した場合 

 
② 旅客の利便確保命令 

次のいずれかに該当することとなった場合に発動されます。 

 
イ．旅客の利便確保に関する内容が、社会的影響のある悪質なものであると認められた場

合 

ロ．旅客の利便確保に関する行政処分等を受けた日から３年以内に同一事務所において更

に当該事項に違反した場合 

 
 《留意事項》 

○ これらの命令の発動については、運送者を地方運輸局等に呼び出し、違反の内容の

是正のために必要な措置を示して行われます。 

○ 運送者は、命令が発動された日から３か月以内の期間内に命ぜられた措置を必ず講

じ、その旨の届出を行わなければなりません。定めれた期日までに届出が行われなか

った場合には、命令に従わなかったものとして、行政処分の対象として取り扱われま

す。 
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Ⅶ．道路運送法における登録又は許可を要しない運送の態様について 

 
  自家用自動車は、原則として、有償で運送の用に供してはならず、災害のため緊急   

を要するときを除き、例外的にこれを行うためには、国土交通大臣の登録又は許可を受

けることが必要です。 

個々具体的な行為が、有償の運送として、登録や許可を要するか否かについては、

終的には、それぞれの事例に即して個別に総合的な判断を行うことが必要となりますが、

主として、ボランティア活動における送迎行為等を念頭におきながら、登録等が不要な

場合の考え方及びこれに該当すると思われるケースの例を示せば、次のとおりです。 

 

１．「好意に対する任意の謝礼」と認められる場合 

運送行為の実施者の側から対価の支払いを求めた、事前に対価の支払いが合意され

ていた、などの事実がなく、あくまでも自発的に、謝礼の趣旨で金銭等が支払われた

場合は、通常は有償とは観念されず、登録等は不要です。実際には次のような事例が

ありうるものと考えられます。 

 

○ 運送が偶発的に行われた場合であって、運送の終了後、運送を行った者に対し意図

していない金銭等の支払いが利用者から自発的に行われた場合。 

（例えば、家事援助等のサービス後、たまたま用務先が同一方向にあり懇願されて同

乗させたなどの場合で、利用者の自発的な気持ちから金銭の支払いが行われたとき）

○ 偶発的でない運送であっても、個々の運送自体は無償で行われており、日頃の感謝

の気持ちとして任意に金銭等の支払いが行われた場合。 

（例えば、過疎地等において、交通手段を持たない高齢者を週に１回程度近所の者が

買い物等に乗せていくことに対して、日頃の感謝等から金銭の支払いが行われた場合）

⇒ 原則として、あらかじめ運賃表などを定めそれに基づき金銭の収受が行われる場

合には、少額の金銭といえども「任意の謝礼」には該当せず、有償の「対価」とな

り登録等が必要となります。ただし、下記３．の考え方に基づいて金額が定められ

ている場合を除きます。 

⇒ 利用者が会費を支払う場合は、会の運営全般に要する経費として収受されている

限りにおいては、対価とは解されません。ただし、会費の全部又は一部によって運

送サービスの提供に必要なコストが負担される等、運送サービスの提供と会費の負

担に密接な関係が認められ、運送に対する反対給付の関係が特定される場合は、会

費と称して対価の収受が行われているものと考えられるため、有償とみなされ登録

等が必要となります。 

⇒ 「協賛金」、「保険料」、「カンパ」など、運送とは直接関係のない名称を付して利

用者から収受する金銭であっても、それらの収受が運送行為に対する反対給付であ

るとの関係が認められる場合は、それらが如何なる名称を有するものであっても有

償とみなされます。 
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２．金銭的な価値の換算が困難な財物や流通性の乏しい財物などによりなされる場合 

サービスの提供を受けた者からの支払いの手段が、例えば野菜など金銭的な価値の換

算や流通が困難な物である場合、一部の地域通貨のように換金性がない場合などは、通

常、支払いが任意であるか、又はそもそも財産的な価値の給付が行われていないと認め

られることが多い。実際には次のような事例がありうるものと考えられます。 

 

○ 日頃の移送の御礼として、自宅で取れた野菜を定期的に手渡す場合は有償とはみなしま

せん。 

⇒ ただし、流通性、換金性が高い財産的価値を有する、商品券、図書券、ビール券等

の金券、貴金属類、金貨、絵画、希少価値を有する物品等にあっては、これらの収受

は有償とみなされ登録等が必要となります。 

○ 地域通貨の一種として、ボランタリーなサービスを相互に提供し合う場合であって、例

えば、運送の協力者に対して１時間１点として点数化して積立て、将来自分が支えられる

側になった際には、積立てておいた点数を用いて運送等のサービスを利用できる仕組み等、

組織内部におけるボランタリーなサービスの提供を行う場合。 

⇒ サービスの交換にとどまる場合については原則として登録等は不要ですが、点数の

預託がない者に対して寄付金を求め、或いは、有料で点数チケットを購入してもらう

などの場合は、登録等が必要となるケースがあります。 

⇒ 実際の地域通貨の対象となるサービスの内容、流通の範囲、交換できる財・サービ

スの内容等に応じ、無償となる場合、有償とみなす場合が存在することになりますが、

交換可能なものの範囲に広く財物が含まれる場合は、当該地域通貨が実質的に金銭の

支払いと同等の効果を有し、登録等が必要となる可能性が高くなります。 

 

  

３．運送行為が行われない場合には発生しないことが明らかな費用であって、客観的、    

一義的に金銭的な水準を特定できるものを負担する場合 

運送目的、運送主体にかかわらず自動車の実際の運行に要するガソリン代等をサー

ビスの提供を受ける者が支払う場合は、社会通念上、通常は登録等は必要ないと解さ

れます（ただし、このようなケースに該当するのは、当該運送行為が行われなかった

場合には発生しなかったことが明らかな費用であって、客観的、一義的に金銭的な水

準を特定できるものであることが必要であり、通常は、ガソリン代、道路通行料及び

駐車場料金のみがこれに該当するものと考えられます。人件費、車両償却費、保険料

等は、運送の有無にかかわらず発生し、又は金銭的な価値水準を特定することが困難

であるため、これには該当しません。）。具体的には、次のような事例がありうるもの

と考えらます。 

 

○ 地域の助け合い等による移動制約者の移送等の活動に対して支払われる対価の額が、実

際の運送に要したガソリン代、道路使用料、駐車場代に限定されている場合。（有料道路

使用料、駐車場代にあっては、使用しない場合には徴収することができないものとして取

り扱われることを要します） 
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４．市町村が公費で負担するなどサービスの提供を受けた者は対価を負担しておらず、

反対給付が特定されない場合など 

 

○ 市町村の事業として、市町村の保有する自動車により送迎が実施され、それらの費用が

全額市町村によって賄われ利用者からは一切の負担を求めない場合。 

○ デイサービス、授産施設、障害者のための作業所等を経営する者が、自己の施設の利用

を目的とする通所、送迎を行う場合であって、送迎に係るコストを利用者個々から収受し

ない場合は、当該送迎は自己の生業と密接不可分な輸送と解され、自家輸送として道路運

送法の対象となりません。送迎加算を受けて行う場合も同様です。 

⇒ ただし、利用者個々から運賃を求める場合、送迎の利用者と利用しない者との間に

施設が提供する役務又はサービスに差を設けるなど、送迎に係るコストが実質的に利

用者の負担に帰すとみなされる場合には、送迎が独立した１つの事業とみなされるこ

ととなり、登録等が必要になります。 

⇒ 病院や養護学校、授産施設等から委託を受けて当該施設までの運送を行う場合であ

って、運送に伴う経費の全額を委託者又は第三者が負担して、利用者からは負担を求

めないとしても、委託者との間で一般貸切旅客自動車運送事業又は特定旅客自動車運

送事業契約による運送が行われていることとなり、当該事業許可又は登録等が必要に

なります。 

⇒ 利用者から直接の負担を求めない場合であっても、訪問介護事業所が行う要介護者

の運送（介護保険給付が適用される場合）については、有償に該当し、登録等が必要

になります。 

○ 子供の預かりや家事・身辺援助の提供が中心となるサービスを提供するものであって、

運送に対する固有の対価の負担を求めない場合は、当該送迎サービスの提供は有償の運送

とは解されません。 

⇒ ただし、運送を行う場合と行わない場合とで対価が異なる場合や、提供するサービ

スの中に運送が含まれており、運送に対する反対給付が特定される場合には、有償に

該当し登録等が必要になります。 

○ 利用者の所有する自動車を使用して送迎を行う場合は、単に他人の自動車の運転を任さ

れただけであり、運転者に対して対価が支払われたとしても、それらは運転役務の提供に

対する報酬であって、運送の対価とはみなされません。 

⇒ 自動車の提供とともに行われる運送でない場合には、そもそも運送行為が成立しな

いため、道路運送法の対象とはなりません。したがって、運転者に報酬が支払われた

としても、運送の対価とはみなされません。 

ただし、運送の態様又は対象となる旅客の範囲の如何によっては、自動車運転代行

業、人材派遣業等とみなされる場合があり、この場合には関係法令が適用されること

となります。 

 



福岡市におけるタクシー運賃

タクシー運賃（小型車）

距離（ｋｍ） 1.2まで 1.6 2 3 4 5 6 7 8 9 10

運賃 580 680 780 1,030 1,280 1,520 1,770 2,020 2,260 2,510 2,750

距離（ｋｍ） 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20

運賃 3,000 3,250 3,490 3,740 3,990 4,230 4,480 4,720 4,970 5,220

距離（ｋｍ） 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30

運賃 5,460 5,710 5,960 6,200 6,450 6,690 6,940 7,190 7,430 7,680
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福岡市福祉有償運送運営協議会申し合わせ事項 
最終更新：平成２6 年 4 月２3 日 

 

福岡市において福祉有償運送を行う登録団体（以下「登録団体」という。）は，

「福岡市福祉有償運送運営協議会運営指針」（以下「運営指針」という。）「福岡市

福祉有償運送に係る管理体制に関する指針」に定める事項のほか，福岡市福祉有

償運送運営協議会において申し合せられた以下の事項を遵守しなければならない

こととする。 

 

１．運送主体 

（１）運営指針上の，「福祉有償運送では，介護保険の乗降介助等については，

原則として請求できない。」という規定につき，以下の取扱いとすること。

（平成 26 年２月２７日） 

① 障害者総合支援法に基づくサービスにおける乗降介助についても，本規

定の対象とし，原則として公費を請求できないこと。この場合の「乗降介

助」とは，介護保険の「通院等乗降介助」と同一の範囲とし，居宅内・施

設内で行われる介助であっても，直接外出に関連する介護・援護行為は，

本規定でいう「乗降介助」に含まれること。（輸送行為とは別個に行われる，

直接外出に関連しない介護・援護行為は，本規定でいう「乗降介助」には

含まれない） 

② 運転者とは別にヘルパーが同乗する場合，ヘルパーによる介護行為は，

輸送行為とは別個に行われる，一連の介護・援護行為の一部であるため，

本規定による制限は受けないこと。 

 

（２）登録団体は，特定の団体の利益のみを追求するために福祉有償運送サー

ビスの提供を行ってはならないこと。（平成 26 年 4 月 23 日） 

※禁止される行為の例 

特定の介護事業所や障がい者福祉サービス団体のサービス利用者しか旅

客登録を受け入れない など 



 

2．旅客から収受する対価 

（１）旅客から収受する対価については，運送の対価，運送の対価以外の対価

を含めてタクシー料金の概ね１/２程度とすること。（平成 22 年 7 月 27

日） 

※運送の対価以外の対価 

迎車料金，待機料金，乗降介助に係る料金 

 

（２）登録団体が発行するチケットにより前払いで旅客から対価を収受する場

合には，以下の措置を行うこと。（平成 26 年 4 月 23 日） 

① 未使用のチケットについて，返戻の申し出があった場合には，必ず速や

かに払戻しを行うこと。 

② 紛失・破損などが発生した場合に可能な限り対応できるよう，必ず発行

記録の整備等を行うこと。 

③ 払戻しを担保するため，チケットの未使用残高は，総額 20 万円を超え

てはならないこと。 

 

3．輸送の安全及び利用者利便の確保のための措置 

登録団体は，運転者に，福祉有償運送サービスの前後で継続して，登録団体と

は別の団体に所属するヘルパー等として旅客に対しサービスを提供させてはなら

ないこと。（平成 26 年４月 23 日） 

 

（注） （日付）は申し合わせ日 
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